
第
三
章

地
名
の
由
来
・
伝
承

　

大
口
町
域
に
存
在
す
る
地
名
に
つ
い
て
、
承
平
年
間
（
九
三
一
～

九
三
八
年
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』
に
、「
尾
張

国
丹
羽
郡
小
口
郷
」
と
確
認
で
き
る
。
以
降
、
各
時
代
の
記
録
類
に

は
村
名
の
表
記
は
確
認
で
き
る
が
、
村
内
の
詳
細
な
地
名
は
記
録
と

し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
絵
図
な

ど
の
史
料
よ
り
、
村
名
だ
け
で
な
く
、
各
村
内
の
土
地
に
対
す
る
地

名
（
小こ

字あ
ざ

名
）
ま
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
明
治
時
代
に
入
り
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区

町
村
編
制
法
施
行
時
の
町
域
内
で
は
、
小
口
村
・
豊
田
村
・
秋
田
村
・

大
屋
敷
村
・
河
北
村
・
外
坪
村
・
余
野
村
が
あ
り
、
豊
田
村
・
秋
田

村
以
外
は
施
行
前
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
村
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

村
名
は
、
一
八
八
九
年
に
富
成
村
・
小
口
村
・
太
田
村
の
三
村
に
統

合
さ
れ
た
際
に
大お
お

字あ
ざ

名
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
〇
六
年
に
三
村
が

合
併
し
、
大
口
村
と
な
っ
た
後
も
大
字
名
と
し
て
残
り
続
け
た
。

　

小
字
名
は
、
江
戸
時
代
の
史
料
で
把
握
で
き
る
も
の
に
加
え
、
明

治
時
代
の
史
料
で
新
た
に
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
江
戸

時
代
に
お
け
る
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
小
字
名
が
、
場
所
に
よ
っ

て
詳
細
に
設
定
さ
れ
て
い
た
理
由
と
し
て
、
そ
の
土
地
か
ら
年
貢
を

取
る
た
め
、
戦
国
時
代
の
検
地
、
古
代
の
律
令
制
度
を
起
源
と
す
る

な
ど
様
々
な
説
が
あ
る
。

　

大
口
村
成
立
後
、
全
域
に
わ
た
る
地
名
の
変
更
は
、
一
九
七
八
（
昭

和
五
十
三
）
年
か
ら
始
ま
る
字
区
域
の
境
界
変
更
及
び
名
称
変
更
と

な
る
（
第
四
編
第
二
章
）。

　

本
章
で
は
、
大
字
・
小
字
と
も
に
、
地
名
が
ど
の
時
代
の
史
料
で

確
認
で
き
る
か
に
も
焦
点
を
あ
て
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
由
来
・
伝
承
を

記
述
す
る
。
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
（
一
八
四
〇
～

五
〇
年
代
）
に
描
か
れ
た
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
村
絵
図
（
以

下
「
村
絵
図
」）、『
寛
文
村
々
覚
書
』（
一
六
七
〇
年
前
後
に
成
立
）、

『
尾
張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』（
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
成
立
）、
愛
知
県
公
文
書

館
所
蔵
の
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
、『
大
口
村
誌
』（
一
九
三
五
年
刊
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行
）、『
五
十
年
の
歩
み
』（
一
九
五
六
年
刊
行
）、『
大
口
町
史
』（
一

九
八
二
年
刊
行
）、
地
名
辞
典
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

　

ま
た
、
村
絵
図
に
旧
小
字
名
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
地
名
は
、
江

戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
地
名
、
村
絵
図
に
記
載
が
な
く
、

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
記
載
の
あ
る
も
の
は
明
治
時
代
の
地
籍
図

で
確
認
で
き
る
地
名
と
し
、
明
治
時
代
に
確
認
で
き
る
地
名
は
、
江

戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
ど
の
よ
う
な
地
名
で
あ
っ
た
の
か
把
握
で
き

る
範
囲
で
記
載
す
る
。
由
来
に
つ
い
て
は
、
文
末
に
出
典
を
記
載
し
、

出
典
の
な
い
も
の
は
地
元
の
伝
承
か
ら
で
あ
る
。

　

各
地
区
ご
と
に
地
名
を
列
挙
す
る
に
あ
た
り
、
江
戸
時
代
に
村
名

で
あ
り
、
明
治
時
代
に
大
字
と
な
っ
た
地
名
、
昭
和
期
の
名
称
地
番

変
更
に
よ
り
新
し
く
付
け
ら
れ
た
町
名
、
明
治
時
代
以
降
に
地
名
と

し
て
残
ら
な
か
っ
た
が
、
各
地
区
に
お
い
て
は
慣
習
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
通
称
名
、
名
称
地
番
変
更
前
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
小
字
名

に
分
類
す
る
。
小
字
名
の
読
み
仮
名
は
、『
大
口
町
史
』
の
小
字
名
一

覧
に
掲
載
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
付
す
。
各
地
名
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
第
四
編
第
二
章
に
掲
載
し
た
地
区
ご
と
の
地
図
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

第
一
節
　
秋
田

	

（
４
―
２
―
３　

秋
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
秋
田
（
あ
き
た
）

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
秋
田

村
が
誕
生
し
、
一
八
八
九
年
、
太
田
村
の
大
字
と
な
る
。
湿
地
・

低
地
を
示
す
ア
ク
タ
（
芥
）、
ア
ク
ツ
（
阿
久
津
）（『
日
本
の
地

名
』）
が
転
じ
て
ア
キ
タ
（
秋
田
）
と
な
る
（『
大
口
町
史
』）。

〇
町
名

　
秋
田　
「
大
字
秋
田
」
参
照
。

　
伝
右
（
で
ん
ね
）

江
戸
時
代
前
期
、
庄
屋
の
伝
右
衛
門
の
六
代
前
の
先
人
が
、
安や

す

良ら

村
（
現
江
南
市
安
良
）
か
ら
移
り
住
み
、
田
畑
を
開
墾
し
入

鹿
伝
右
衛
門
新
田
と
い
う
集
落
が
成
立
し
た
。
こ
の
伝
右
衛
門

の
略
語
と
し
て
、「
伝
右
（
デ
ン
ネ
）」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
町
名
と
な
っ
た
。

　

替
地
（
か
え
ち
）

江
戸
時
代
前
期
、
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
は
、
紀
伊
藩
の
浪
人
が
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長
桜
の
土
豪
を
頼
っ
て
長
桜
村
南
辺
を
開
発
し
た
が
、
同
地
が

犬
山
城
主
成
瀬
氏
領
で
あ
っ
た
た
め
、
小
口
村
に
あ
っ
た
尾
張

藩
領
の
一
部
と
交
換
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
経
緯
が

村
名
の
由
来
と
な
り
、
替
地
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
長
桜
（
な
が
さ
く
ら
）

伝
承
で
は
二
説
あ
る
。
一
つ
は
、
奈
良
か
ら
皇
族
ゆ
か
り
の
人

が
天
神
を
背
負
い
、
桜
の
枝
を
杖つ
え

と
し
て
や
っ
て
来
た
。
こ
の

杖
を
桜
塚
に
立
て
て
お
い
た
の
が
発
芽
し
、
そ
れ
か
ら
八
重
と

一
重
の
二
つ
が
開
花
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
奈
良
桜
村

と
い
い
、
転
じ
て
長
桜
村
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
正せ
い

字じ

が

「
長
狭
倉
」
で
、
木
曽
川
の
支
流
と
入
鹿
池
か
ら
の
水
路
に
挟
ま

れ
た
南
北
に
長
く
小
高
い
土
地
を
意
味
す
る
。
桜
塚
の
因
縁
を

も
っ
て
「
長
桜
」
と
な
っ
た
と
信
ず
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る

（『
大
口
村
誌
』）。

　

八
左
（
は
ち
ざ
）

入
鹿
八
左
衛
門
新
田
の
庄
屋
、
八
左
衛
門
が
縮
ま
り
「
八
左
（
ハ

チ
ザ
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
宗
雲
（
そ
う
う
ん
）

庄
屋
常
右
衛
門
の
七
代
前
の
先
祖
が
開
墾
し
た
。
奥
州
か
ら
来

た
小
笠
原
宗
雲
が
家
来
の
左
右
田
弥
次
右
衛
門
、
佐
竹
左
太
夫

に
開
墾
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
入
鹿
宗
雲
新
田
と
な
り
、
集
落
名

を
宗
雲
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
庄
屋
常
右
衛
門
は
、
佐
竹
左

太
夫
の
末ま

つ

裔え
い

で
あ
る
。
宗
雲
は
南
北
に
広
く
、
南
屋
敷
・
中
屋

敷
・
北
屋
敷
と
三
区
に
分
け
て
い
た
（『
尾
張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』）。

〇
通
称
名
（
地
域
）

　
ヒ
バ
シ
リ

秋
田
一
丁
目
（
旧
大
屋
敷
字
寺
東
と
秋
田
字
東
藪や
ぶ

山や
ま

の
境
あ
た

り
）
の
用
水
に
折
れ
た
石
橋
が
あ
り
、
夜
に
な
る
と
こ
の
橋
か

ら
火
が
走
っ
た
と
い
う
の
で
、
火
走
り
橋
の
名
が
つ
い
た
（『
大

口
村
誌
』）。
こ
れ
が
転
じ
て
、
近
隣
の
住
民
は
こ
の
周
辺
を
「
ひ

ば
し
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。
別
に
、
秋
の
野
焼
き
の
際
、
夕
暮

れ
時
に
伊
吹
き
お
ろ
し
で
残
り
火
が
立
ち
、
東
方
向
へ
火
が
走

る
よ
う
に
燃
え
移
る
様
子
か
ら
「
火
走
り
（
ヒ
バ
シ
リ
）」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

　
ハ
ラ伝

右
二
丁
目
と
秋
田
二
丁
目
の
境
に
あ
る
「
字
中
原
」
あ
た
り

の
地
域
を
「
ハ
ラ
」
と
呼
ぶ
（
伝
右
二
丁
目
「
中
原
」
参
照
）。
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【
旧
小
字
名
】

〇
伝
右
一
丁
目

　
五
反
田
（
ご
た
ん
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
五
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。
北
に
隣
接
す
る
下
小
口
に

「
下
五
反
田
」
の
小
字
名
あ
り
。

　
壱
丁
田
（
い
っ
ち
ょ
う
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
壱
町
田
」
と
あ
る
。
丁
は
町
の
当
て

字
。
一
町
を
一
区
画
と
す
る
田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
西
壱
丁
田
（
に
し
い
っ
ち
ょ
う
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
壱
町

田
」
を
明
治
に
入
り
「
壱
町
田
」
と
「
西
壱
丁
田
」
に
分
割
。

　
屋
敷
（
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
村
絵
図
に
「
伝
右
衛

門
新
田
郷
立
」
と
あ
り
、
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
、

明
治
に
入
り
「
屋
敷
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
郷
裏
（
ご
う
う
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
郷
う
ら
」
と
あ
る
。
郷
は
集
落
、

裏
は
北
側
の
意
味
で
伝
右
集
落
の
北
の
意
味
。

　
郷
西
（
ご
う
に
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
郷
は
集
落
の
意
味
で
、

伝
右
集
落
の
西
の
意
味
。

　
樋
田
（
と
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
「
大
原
」

と
確
認
で
き
る
（「
村
絵
図
」）。
東
に
接
す
る
梶
田
の
意
味
と
、

樋
の
字
か
ら
、
こ
の
地
が
用
水
か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
関
連
し

て
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
梶
田
（
か
じ
た
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
下
小
口
か
ら
伝
右
一
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
の
ち
小
口
字
梶
田
と
な

り
下
小
口
地
区
内
で
あ
っ
た
が
、
名
称
地
番
変
更
に
よ
る
区
域

変
更
で
秋
田
地
区
に
。
水
路
に
接
し
て
お
り
、
用
水
路
の
分
岐

す
る
場
所
「
カ
ジ
を
切
る
」
の
意
味
で
つ
い
た
。
ま
た
、
神
に

捧
げ
る
木
と
し
て
神
社
の
境
内
に
植
え
ら
れ
る
な
ど
神
事
と
の

関
連
が
強
い
カ
ジ
ノ
キ
が
多
く
あ
っ
た
か
ら
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

〇
伝
右
二
丁
目

　
畦
知
野
（
あ
ぜ
ち
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
あ
ぜ
ち
の
」
と
確
認
で
き
る
。
ア

ゼ
は
、
浅
い
川
の
ほ
と
り
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
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村
絵
図
に
も
二
筋
の
水
路
ぞ
い
に
立
地
し
て
い
る
。

　
八
反
田
（
は
っ
た
ん
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
八
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
大
原
（
お
お
は
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
向
山
（
む
か
え
や
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
伝
右
の
集
落
か
ら
見
て
、

微
高
地
で
あ
る
こ
と
が
由
来
と
考
え
ら
れ
る
。
村
絵
図
で
も
畑

と
田
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
の

境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
中
原
（
な
か
は
ら
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
、「
下

原
」（「
村
絵
図
」）。
明
治
に
入
り
、「
下
原
」
か
ら
「
中
原
」
に

改
め
た
。
地
元
の
通
称
名
で
は
、
こ
の
地
の
集
落
を
「
ハ
ラ
」

と
呼
ぶ
。

　
髭
田
（
ひ
げ
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
ひ
げ
田
」
と
あ
る
。
水
引
の
ヒ
キ
、

ヒ
ク
に
ヒ
ゲ
を
あ
て
た
も
の
で
水
が
よ
く
流
れ
込
む
田
の
意
味

を
表
し
て
い
る
（『
大
口
町
史
』）。

〇
秋
田
一
丁
目

　
米
野
（
こ
め
の
）　

秋
田
二
丁
目
「
米
野
」
参
照
。

　
西
廻
間
（
に
し
は
ざ
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
村
境
は
西
北
に
あ
り
、

川
と
水
田
に
は
さ
ま
れ
た
狭
い
範
囲
を
示
す
（『
大
口
町
史
』）。

　
六
反
田
（
ろ
く
た
ん
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
六
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
村
北
（
む
ら
き
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
地
名
で
は
あ
る
が
、
名

称
地
番
変
更
前
の
「
字
村
北
」
と
「
字
勝
負
山
」
は
、
村
絵
図

で
は
「
中
山
」
に
含
ま
れ
、「
字
中
山
」
と
「
字
南
山
」
の
「
居

屋
敷
（
集
落
）」
の
北
に
狭
い
範
囲
で
「
字
村
北
」
と
確
認
で
き

る
。

　
勝
負
山
（
し
ょ
う
ぶ
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
中
山
」
に
含
ま
れ
て
い
る
（「
村
北
」
参
照
）。
土
地
争

い
、
境
界
争
い
が
あ
る
と
、
新
た
な
地
名
に
「
勝
負
」
の
文
字

が
入
る
例
が
多
い
（『
大
口
町
史
』）。
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西
中
山
（
に
し
な
か
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
中
山
」
の
範
囲
が
広
く
、
中
山
の
西
端
を
明
治
に
入
っ

て
「
西
中
山
」
と
し
た
。

　
川
原
ヶ
田
（
か
わ
ら
け
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
村
絵
図
で
は
「
河
原
田
」

と
し
て
い
る
。

　
屋
敷
越
（
や
し
き
ご
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
同
地
を
「
八
左
衛
門
新
田　

居
屋
敷
」
と
し
て
い
る
。

『
尾
張
徇
行
記
』
に
、
長
桜
村
か
ら
こ
こ
に
移
り
開
墾
し
た
と
あ

る
。
長
桜
の
「
居
屋
敷
」
か
ら
越
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
藪
山
（
や
ぶ
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
明
治
に
入
り
「
東
藪

山
」・「
柳
原
」・「
宮
浦
」・「
西
藪
山
」
に
分
か
れ
た
（
第
四
編

第
三
章
第
二
節
奈
良
子
二
丁
目
「
藪
山
」
参
照
）。

　
東
藪
山
（
ひ
が
し
や
ぶ
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
藪
山
」

の
一
部
で
、
東
に
位
置
す
る
。

　
宮
浦
（
み
や
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
藪
山
」

の
一
部
で
、
浦
は
裏
の
あ
て
字
で
天
神
社
の
北
の
意
味
。

　
柳
原
（
や
な
ぎ
は
ら
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
奈
良
子
二
丁
目
へ
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
第
四
編
第
三
章
第
二

節
奈
良
子
二
丁
目
「
柳
原
」
参
照
）。

　
西
藪
山
（
に
し
や
ぶ
や
ま
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
奈
良
子
二
丁
目
へ
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
第
四
編
第
三
章
第
二

節
奈
良
子
二
丁
目
「
藪
山
」
参
照
）。

〇
秋
田
二
丁
目

　
米
野
（
こ
め
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
あ
る

宗
雲
の
北
屋
敷
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
村
北秋

田
一
丁
目
「
村
北
」
参
照
。

　
山
神
前
（
や
ま
が
み
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
あ
る
「
字
六
反
田
」
の
南
西
端
に
「
山
の
神
」
の
記
載
が
あ
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り
、
明
治
に
入
り
そ
の
南
を
「
山
神
前
」
と
し
た
。

　
法
徳
寺
（
ほ
う
と
く
じ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
村
絵
図

に
あ
る
「
中
山
」
の
一
部
で
あ
っ
た
。
窪く
ぼ

ん
だ
地
形
を
表
す
女

性
の
陰
部
（
ホ
ト
）
に
好
字
で
あ
る
法
徳
の
文
字
を
あ
て
、
寺

は
地
の
借
字
と
さ
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
中
山
（
な
か
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
東
端
に
「
居
屋
敷
」
と

そ
の
北
に
「
宮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
尾
張
徇
行
記
』
に
あ
る

宗
雲
の
中
屋
敷
と
権
現
社
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七

八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

〇
秋
田
三
丁
目

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
天
神
社
境
内
地
と
そ
の

南
側
を
呼
ぶ
。

　
宮
東
（
み
や
ひ
が
し
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
天
神
社
の
東
側
の
地
。

な
お
、
村
絵
図
に
は
字
名
は
な
い
が
「
居
屋
敷
」
が
密
集
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
村
東
（
む
ら
ひ
が
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
宗
雲
南
部
に
位
置
す
る

「
字
南
山
」
の
集
落
の
東
を
表
し
て
い
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界

変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
南
山
（
み
な
み
や
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
あ
る

宗
雲
の
南
屋
敷
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
村
西
（
む
ら
に
し
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
「
字
兎
」
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
雲
南
部
に

位
置
す
る
「
字
南
山
」
の
集
落
の
西
を
表
し
て
い
る
。

　
西
川
原
（
に
し
か
わ
は
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

〇
秋
田
四
丁
目

　
大
樋
（
お
お
ど
い
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
あ
る
「
字
森
上
」
周
辺
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
天
王
（
て
ん
の
う
）
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
東
に
津
島
神
社
が
あ
り

（
小
牧
市
内
）、
祭
神
の
牛
頭
天
王
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一

九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
兎
（
う
さ
ぎ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
砂
地
の
意
味
を
持
つ
ウ

タ
・
ウ
サ
（『
日
本
の
地
名
』）
が
転
じ
て
ウ
サ
ギ
と
な
っ
た

（『
大
口
町
史
』）。

　
北
替
地
（
き
た
か
え
ち
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
に

お
い
て
最
初
に
開
墾
し
た
土
地
。

　
三
町
野
（
さ
ん
ち
ょ
う
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
三
町
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
清
水
（
し
み
ず
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
矢
戸
川
右
岸
沿
い
に

あ
た
り
、
豊
田
地
区
御
供
所
三
丁
目
地
内
ま
で
続
い
て
い
る

（
第
四
編
第
三
章
第
二
節
御
供
所
三
丁
目
「
清
水
」
参
照
）。

〇
替
地
一
丁
目

　
西
郷
前
（
に
し
ご
う
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
郷
は
替
地
集
落
、
前

は
南
を
示
す
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
森
上
」
に
あ
た
る
。

〇
替
地
二
丁
目

　
東
郷
前
（
ひ
が
し
ご
う
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
郷
は
替
地
集
落
、
前

は
南
を
示
す
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
森
上
」
に
あ
た
る
。

な
お
、
他
の
村
絵
図
に
は
「
森
上
」
の
東
に
「
郷
東
」
と
あ
る
。

〇
替
地
三
丁
目

　
東
八
丁
（
ひ
が
し
は
っ
ち
ょ
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
八
町
野
」
と
あ
る
。
明
治
時
代
以

降
は
「
東
八
丁
」
と
表
記
。

　
西
八
丁
（
に
し
は
っ
ち
ょ
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
西
八
町
野
」
と
あ
る
。
明
治
時
代

以
降
は
「
西
八
丁
」
と
表
記
。
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第
二
節
　
豊
田

	

（
４
―
２
―
４　

豊
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
豊
田
（
と
よ
た
）

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
、
豊

田
村
と
つ
け
ら
れ
、
の
ち
太
田
村
の
大
字
と
な
る
。
ホ
タ
、
ト

ダ
（
ド
タ
）
が
湿
地
、
湿
田
の
意
味
が
あ
り
、
ホ
タ
、
ト
ダ
に

豊
の
字
を
あ
て
、
水
田
耕
作
に
適
し
た
湿
潤
な
こ
の
地
を
豊
田

と
し
た
（『
大
口
町
史
』）。

〇
町
名

　
豊
田　
「
大
字
豊
田
」
参
照
。

　
奈
良
子
（
な
ら
し
）

平
ら
に
す
る
意
味
の
他
動
詞
「
均な

ら

す
」「
平な
ら

す
」
の
名
詞
形
が

「
ナ
ラ
シ
」
で
あ
り
、
平
坦
な
土
地
の
意
味
。
子
は
地
の
意
味
を

表
す
（『
大
口
町
史
』）。
伝
承
で
は
、
奈
良
か
ら
来
た
小
森
三
象

と
い
う
人
が
奈
良
子
の
開
発
人
で
あ
り
、
こ
の
地
名
も
小
森
三

象
の
命
名
と
あ
る
。
奈
良
子
に
大
森
が
多
い
の
は
、
こ
の
小
森

の
一
族
が
次
第
に
増
え
た
た
め
に
、
小
森
を
転
じ
て
大
森
と
し

た
の
だ
と
い
う
。
開
発
者
小
森
三
象
は
九
〇
二
（
延
喜
二
）
年

一
月
二
日
に
亡
く
な
っ
た
（『
大
口
村
誌
』）。

　
堀
尾
跡
（
ほ
り
お
せ
き
）

八は
っ

剱け
ん

社し
ゃ

の
境
内
地
が
、
松
江
城
と
城
下
町
を
築
い
た
戦
国
武
将 

堀
尾
吉
晴
を
は
じ
め
と
し
た
堀
尾
氏
の
邸
宅
跡
で
あ
り
、
の
ち

に
小
字
名
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
名
称
地
番
変
更
で
町
名
と
し

て
残
さ
れ
た
。

　
御
供
所
（
ご
ご
し
ょ
）

江
戸
時
代
に
は
御
供
所
村
と
称
し
、『
尾
張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
よ
る

と
、
熱
田
神
宮
に
お
供
え
を
献
上
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
名
が

つ
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
別
に
大お
お

縣あ
が
た神

社
（
二
之
宮
）
に
お

供
え
を
献
上
し
て
い
る
か
ら
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
小
折
新
田
（
こ
お
り
し
ん
で
ん
）

豊
田
地
区
の
南
部
、
豊
田
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
に
か
け
て
は
、

江
戸
時
代
に
「
小
折
入
鹿
出
新
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
行
政
上
の
正
式
な
地
名
と
し
て
は
残
ら
な
か
っ
た

が
、
集
落
の
地
名
と
し
て
「
小
折
新
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
東
奈
良
子
・
西
奈
良
子
（
ひ
が
し
な
ら
し
・
に
し
な
ら
し
）
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『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
、
御
供
所
村
の
枝
郷
の
集
落
名
で
「
奈
良

師
」
と
記
載
さ
れ
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
で
は
、
幼
川
（
現
五
条

川
）
の
南
側
を
「
東
奈
良
師
」、
北
側
を
「
西
奈
良
師
」
と
あ

る
。
明
治
時
代
以
降
は
「
師
」
か
ら
「
子
」
と
表
記
は
変
わ
り
、

東
奈
良
子
・
西
奈
良
子
と
呼
ば
れ
る
。

【
旧
小
字
名
】

〇
奈
良
子
一
丁
目

　
大
屋
敷
前
（
お
お
や
し
き
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
大
屋
敷
本
郷
の
南
側
に

隣
接
す
る
土
地
の
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
流
レ
（
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
大
屋
敷
「
下
流
」
の

南
側
に
隣
接
し
、
西
境
に
水
路
（
現
昭
和
用
水
）
が
あ
る
こ
と

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）・
一

九
八
六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
薬
師
裏
（
や
く
し
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。『
大
口
村
誌
』
に
一
七

三
八
（
元
文
三
）
年
秋
、
村
人
の
安
静
を
祈
念
し
、
鬼
門
に
あ

た
る
位
置
に
薬
師
堂
を
建
て
、
一
八
八
八
年
頃
、
東
奈
良
子
地

蔵
寺
（
秋
葉
三
尺
坊
）
内
に
移
転
し
た
と
あ
る
。

　
鹿
ノ
戸
（
か
の
と
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
カ
ノ
ド
」
と
あ
る
。
他
の
村
絵
図

で
は
「
鹿
野
戸
」。
カ
ノ
は
畑
、
ト
は
所
の
意
味
（『
日
本
の
地

名
』）。

　
差
柳
（
さ
し
や
な
ぎ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
苗
代
の
水
口
の
両
側
に

柳
の
小
枝
を
た
て
た
農
耕
儀
礼
に
因ち
な

む
地
名
（『
大
口
町
史
』）。

　
奈
良
子
（
な
ら
し
）

小
字
名
と
し
て
は
、
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

集
落
名
と
し
て
は
、『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
確
認
で
き
る
（
町
名

「
奈
良
子
」
参
照
）。

東
池
尻
・
中
池
尻
・
西
池
尻
（
ひ
が
し
い
け
じ
り
・
な
か
い
け
じ

り
・
に
し
い
け
じ
り
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
池
尻
」
と
あ
り
、
明
治
時
代
の
地

籍
図
に
は
東
・
中
・
西
の
三
つ
の
小
字
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

尻
と
は
下
部
、
底
面
の
意
味
で
、
昔
は
池
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
に
接
す
る
江
南
市
安
良
に
も

池
尻
の
地
名
が
あ
り
、
か
な
り
広
い
湖
沼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
一
九
八
一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
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部
を
江
南
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
長
楽
寺
（
ち
ょ
う
ら
く
じ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
で
は
、

一
四
八
四
（
文
明
十
六
）
年
に
桂
林
和
尚
の
開
基
で
こ
の
地
に

長
楽
寺
が
造
ら
れ
た
と
あ
る
。
別
に
、
五
条
川
と
昭
和
用
水
と

の
合
流
す
る
地
で
、
洪
水
の
と
き
よ
く
流
れ
る
田
地
で
あ
る
た

め
ナ
ガ
レ
（
流
れ
る
）
の
意
の
「
ナ
ガ
レ
ジ
」（
流
れ
地
）
に
好

字
の
長
楽
寺
を
あ
て
た
（『
大
口
町
史
』）。
一
九
八
一
・
一
九
八

六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

〇
奈
良
子
二
丁
目

　
若
森
（
わ
か
も
り
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
藪
山
（
や
ぶ
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
秋
田

村
か
ら
豊
田
村
に
か
け
て
五
条
川
沿
い
の
広
範
囲
に
「
字
藪
山
」

が
あ
っ
た
が
、
明
治
に
入
り
細
分
化
さ
れ
、
秋
田
一
丁
目
地
内

に
は
「
字
藪
山
」・「
字
東
藪
山
」、
奈
良
子
二
丁
目
地
内
に
「
字

藪
山
」・「
字
西
藪
山
」
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。

　
東
奈
良
子
（
ひ
が
し
な
ら
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
奈
良
子
一
丁
目
「
奈

良
子
」
参
照
）。

　
柳
原
（
や
な
ぎ
は
ら
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
大
字
秋
田
か
ら
奈
良
子
二
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
藪
山
」

の
一
部
。

　
西
藪
山
（
に
し
や
ぶ
や
ま
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
大
字
秋
田
か
ら
奈
良
子
二
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（「
藪
山
」
参
照
）。

　
長
渕
（
な
が
ぶ
ち
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
高
橋
一
丁
目
へ
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
五
条
川
沿
い
の
「
字
若
森
」・「
字
高
橋
東
」
北
端
。

〇
奈
良
子
三
丁
目

　
善
鍬
（
ぜ
ん
く
わ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
ゼ
ン
コ
ハ
」
と
あ
る
。
ク
ワ
に
は

際
（
き
わ
）
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
山
根
（
さ
ん
ね
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
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寺
東
（
て
ら
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
桂
林
寺
の
東
に
隣
接

す
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
堀
尾
跡
一
丁
目

　
堀
尾
跡
（
ほ
り
お
せ
き
）

町
名
「
堀
尾
跡
」
参
照
。

　
石
河
原
（
い
し
か
わ
は
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
河
川
改
修
前
は
五
条

川
右
岸
の
み
の
小
字
で
あ
っ
た
。

　
東
屋
敷
（
ひ
が
し
や
し
き
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

〇
堀
尾
跡
二
丁
目

　
堀
尾
跡
（
ほ
り
お
せ
き
）

町
名
「
堀
尾
跡
」
参
照
。

〇
御
供
所
一
丁
目

　
西
屋
敷
（
に
し
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
端
の
五
条
川
沿
い
は

村
絵
図
の
「
字
早
稲
田
」
あ
た
り
。

　
西
河
原
（
に
し
か
わ
は
ら
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
端
の
五
条
川
沿
い
は

村
絵
図
の
「
字
早
稲
田
」
あ
た
り
。

　
南
屋
敷
（
み
な
み
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
端
の
五
条
川
沿
い
は

村
絵
図
の
「
字
早
稲
田
」
あ
た
り
。

　
小
皿
（
こ
ざ
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

〇
御
供
所
二
丁
目

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

江
戸
時
代
の
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
の
村
絵
図
に
、
水
路
の
続
く

先
と
し
て
御
供
所
村
「
字
宮
前
」
と
あ
る
。
八
剱
社
の
南
に
位

置
す
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
東
屋
敷
（
ひ
が
し
や
し
き
）
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堀
尾
跡
一
丁
目
「
東
屋
敷
」
参
照
。

　
度
々
目
利
（
ど
ど
め
り
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
「
字

ド
ド
メ
キ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
山
神
（
や
ま
が
み
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）

年
現
在
も
、
山
の
神
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
（
第
三
編
第
三
章
第
一

節
）。
江
戸
時
代
の
入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
の
村
絵
図
に
あ
る

「
居
屋
敷
」
に
あ
た
る
。

　
南
野
（
み
な
み
の
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
成
兼
」
の
西
側
あ
た
り
。

〇
御
供
所
三
丁
目

　
笹
折
（
さ
さ
お
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
大
笹
前
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
追
分
（
お
い
わ
け
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
東
手
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
樹
木
（
じ
ゅ
も
く
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
東
手
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
矢
崎
野
（
や
ざ
き
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
で
は
「
矢

先
埜
」
と
あ
る
。
入
鹿
三
右
衛
門
新
田
の
集
落
が
存
在
し
た
土

地
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
町
野
（
さ
ん
ち
ょ
う
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
三
町
」
と
確
認
で
き
る
。
隣
接
す

る
秋
田
四
丁
目
の
「
三
町
野
」
と
同
一
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
（
第
四
編
第
三
章
第
一
節
秋
田
四
丁
目
「
三
町
野
」
参
照
）。

　
給
田
（
き
ゅ
う
で
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
三
町
」
の
西
、「
字
三
反
田
」
あ
た
り
と
考
え
ら
れ

る
。
江
戸
時
代
で
は
各
藩
か
ら
藩
士
に
与
え
た
知
行
地
の
こ
と

を
給
田
又
は
給
地
と
い
っ
た
（『
大
口
町
史
』）。

　
大
牧
（
お
お
ま
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
清
水
（
し
み
ず
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
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か
ら
矢
戸
川
右
岸
沿
い
に
続
く
。
三
町
野
の
南
側
で
清
水
が
湧

き
出
た
こ
と
に
よ
る
（
第
四
編
第
三
章
第
一
節
秋
田
四
丁
目

「
清
水
」
参
照
）。

　
藤
ノ
木
（
ふ
じ
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
久
八
東
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
榎
坪
（
え
の
き
つ
ぼ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
水
田
潅か
ん

漑が
い

用
の
細
い
用

水
路
を
「
え
ぎ
」
と
昔
は
呼
び
、
そ
の
「
え
ぎ
」
が
あ
る
田
の

区
域
と
い
う
意
味
が
榎
坪
と
な
っ
た
（『
大
口
町
史
』）。
な
お
、

エ
ギ
に
は
「
縁
」
の
意
味
も
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
高
場
（
た
か
ば
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
タ
カ
バ
」
と
確
認
で
き
る
。
一
八

八
四
年
の
地
籍
図
で
は
「
鷹
場
」、『
大
口
村
誌
』
に
は
「
高
場
」、

一
九
三
八
年
の
公
図
で
は
「
鷹
場
」
と
あ
る
。

　
茨
島
（
い
ば
ら
じ
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
い
ば
ら
じ
ま
」
と
確
認
で
き
る
。

他
の
村
絵
図
に
も
「
字
い
ば
ら
嶋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
豊
田
一
丁
目

　
南
野
（
み
な
み
の
）　

御
供
所
二
丁
目
「
南
野
」
参
照
。

　
白
木
（
し
ら
き
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
「
志

ら
き
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
西
成
兼
（
に
し
な
り
か
ね
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
成
兼
」
と
確
認
で
き
る
。
他
の
村

絵
図
に
は
「
な
り
か
年
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
以

降
は
東
成
兼
と
西
成
兼
に
分
け
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
、
田
畑
か

ら
上
納
す
る
年
貢
以
外
の
税
の
総
称
を
小こ

物も
の

成な
り

箇か

と
い
い
、
一

定
の
年
貢
の
ほ
か
雑
税
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
地
名
（『
大
口
町
史
』）。

　
白
亀
（
し
ら
が
め
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
白
木
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
田
（
ひ
ら
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
成
兼
」
の
南
側
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
霞
野
（
か
す
み
の
）
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一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
成
兼
」
の
南
側
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七

一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
小
渕
（
こ
ぶ
ち
）・
仏
忌
塚
（
ぶ
っ
き
づ
か
）

一
九
七
一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
か
ら
編
入

し
た
。

〇
豊
田
二
丁
目

　
東
成
兼
（
ひ
が
し
な
り
か
ね
）　

豊
田
一
丁
目
「
西
成
兼
」
参
照
。

　
福
田
（
ふ
く
た
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
、
小
折
入

鹿
出
新
田
の
「
居
屋
敷
」
が
あ
り
、
村
人
の
氏
神
と
し
て
鎮
座

し
た
大
福
田
社
か
ら
小
字
名
が
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
切
（
な
か
ぎ
り
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
二
見
（
ふ
た
み
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
一
九
七
一
年
の
境
界

変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
二
子
（
ふ
た
ご
）・
八
反
田
（
は
っ
た
ん
だ
）

一
九
七
一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
か
ら
編
入

し
た
。

〇
豊
田
三
丁
目

　
大
山
（
お
お
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
に
道
の
続

く
先
と
し
て
御
供
所
村
「
字
大
山
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
水
戸
先
（
み
と
さ
き
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
狭
間
（
は
ざ
ま
）　
　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
矢
戸
（
や
ど
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
矢
戸
川
沿
い
に
あ
た

る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
雉
子
野
」
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
野
田
（
の
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
埜
田
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
明

治
時
代
以
降
は
「
野
田
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
傍
示
（
ぼ
う
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
ホ
ヲ
ジ
」
と
確
認
で
き
る
。
明
治
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時
代
以
降
は
「
字
傍
爾
」、
の
ち
「
字
傍
示
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
。
傍
示
と
は
標
示
の
こ
と
で
、
村
境
に
立
て
境
界
を
示
す
傍

示
木
の
こ
と
を
い
い
、
村
境
に
あ
る
土
地
と
か
、
村
境
の
標
の

あ
る
土
地
の
意
味
（『
大
口
町
史
』）。

　
松
下
（
ま
つ
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
雉
子
野
（
き
じ
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
雉
子
埜
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
以
降
は
「
字
雉
子
野
」
と
表
記
さ
れ
る
。
一
九
七
八

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
下
田
（
し
も
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
花
見
塚
（
は
な
み
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
入
鹿
長

桜
替
地
新
田
の
村
絵
図
に
「
字
花
塚
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
花
」
は
、
ハ
シ
（
端
）
を
意
味
し
、「
見
」
は
場
所
を
表
す
接

尾
語
の
こ
と
で
、「
塚
」
は
二
子
山
（
古
墳
）
に
因
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
一
九
七
一
・
一
九
八
一
・
一
九

八
六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

第
三
節
　
大
屋
敷

	

（
４
―
２
―
５　

大
屋
敷
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
大
屋
敷
（
お
お
や
し
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
大
屋
敷
村
」
と
確
認
で
き
、
文
字
ど

お
り
大
き
な
屋
敷
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
屋

敷
が
集
ま
っ
て
い
る
「
多
く
の
」
と
い
う
意
味
で
、
一
つ
の
集

落
を
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。「
お
お
や

し
き
」
を
縮
め
て
「
お
や
し
き
」
と
呼
ぶ
慣
習
が
あ
る
。

〇
町
名

　
大
御
堂
（
お
お
み
ど
う
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
、「
枝
郷　

高
橋　

大
御
堂
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
小
字
名
と
な
り
、
名
称
地
番
変
更
以

降
も
残
る
。
元
々
「
お
お
み
ど
う
」
を
縮
め
て
「
お
み
ど
」
と

呼
ぶ
慣
習
が
あ
り
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
住
所
表

記
自
体
が
「
お
み
ど
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
丸
（
ま
る
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
幼
川
（
現
五
条
川
）
沿
い
に
「
中な

か
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嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

佑す
け

城
跡
」
と
書
か
れ
た
範
囲
が
あ
り
、
そ
の
南
西
に

隣
接
し
て
「
字
丸
の
内
」、
北
西
に
隣
接
し
て
「
字
丸
裏
」
と
確

認
で
き
る
。
名
称
地
番
変
更
時
に
、
こ
の
地
が
下
小
口
地
内
と

な
り
、
地
名
は
西
側
に
あ
た
る
新
境
界
の
範
囲
内
に
「
丸
」
を

残
し
た
。
城
や
砦と
り
でを
意
味
す
る
マ
ル
は
、
韓
国
語
の
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

が
転
じ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
愛
知
の
地
名
』）。

　
大
屋
敷
　「
大
字
大
屋
敷
」
参
照
。

　
高
橋
（
た
か
は
し
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
、「
枝
郷　

高
橋　

大
御
堂
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
小
字
名
と
な
り
、
名
称
地
番
変
更
時

に
町
名
と
な
っ
た
。
ハ
シ
は
階
（
キ
ザ
ハ
シ
）
の
ハ
シ
で
、
段

の
こ
と
を
意
味
し
、「
タ
カ
ハ
シ
」
は
自
然
堤
防
洲
の
微
高
地
を

表
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
大
口
町
史
』）。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
本
郷
（
ほ
ん
ご
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
、「
居
屋
敷　

大
屋
敷
郷
」
と
記
述
が
あ

り
、
大
屋
敷
村
の
中
核
と
な
る
集
落
だ
っ
た
。
明
治
時
代
以
降

は
「
本
郷
」
が
小
字
名
と
な
り
、
大
屋
敷
地
区
の
集
落
（
組
）

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
地
域
を
「
本
郷
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
新
田
（
し
ん
で
ん
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
、「
居
屋
敷　

新
田
郷
」
と
記
述
が
あ

る
。
大
屋
敷
地
区
の
集
落
（
組
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
地

域
を
「
新
田
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
幼
川
（
よ
う
せ
ん
）

江
戸
時
代
、
五
条
川
を
幼
お
さ
な

川が
わ

と
呼
ん
で
い
た
が
、
新
田
か
ら
高

橋
に
か
け
て
、
五
条
川
右
岸
沿
い
の
集
落
を
音
読
み
で
幼
川
（
よ

う
せ
ん
）
と
呼
ぶ
。

　
安
藤
屋
敷
（
あ
ん
ど
う
や
し
き
）

大
屋
敷
三
丁
目
地
内
、
旧
字
向
野
の
集
落
に
安
藤
姓
が
固
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
字
名
】

〇
大
御
堂
一
丁
目

　
大
御
堂
（
お
お
み
ど
う
）

町
名
「
大
御
堂
」
参
照
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）・
一
九
八

六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
北
海
道
（
き
た
か
い
ど
う
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
竹
田
前
」・「
字
覚
王
寺
」
に
あ
た
る
。
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海
道
は
街
道
の
意
味
で
、
村
落
の
北
の
方
の
街
道
の
あ
る
地
の

こ
と
（『
大
口
町
史
』）。

　
縣
（
あ
が
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
大お
お

縣あ
が
た神

社
か
ら
勧か
ん

請じ
ょ
うし

て
縣
社
を
創
建
し
た
の
で
、
江
戸
時
代
か
ら
小
字
名
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
八
ツ
面
」
に
あ
た
る
。
三
明
神
社
の
前
（
南
）
の
位

置
に
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
大
御
堂
二
丁
目

　
吹
野
（
ふ
き
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
フ
キ
が
転
じ
て
フ
ケ
は

深
田
・
低
湿
地
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
八
ツ
面
（
や
つ
め
ん
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ヤ
チ
に
は
泥
・
湿
地
、

メ
ン
に
は
字
（
あ
ざ
）
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
ヤ

チ
メ
ン
が
転
じ
て
八
ツ
面
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
明
神

社
の
所
在
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
神
社
の
東
側
は
「
字
宮
腰
」、

そ
の
東
に
「
字
堀
込
」・「
字
住
蓮
寺
」
が
存
在
し
た
が
、
明
治

時
代
以
降
に
「
字
八
ツ
面
」
に
含
ま
れ
た
。

〇
丸
一
丁
目

　
山
王
道
（
さ
ん
の
う
ど
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
山
王
堂
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
白
金
（
し
ろ
か
ね
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
白
ヶ
根
が
転
化
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
砂
地
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。「
根
」
は

地
・
土
の
意
味
が
あ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
植
松
（
う
え
ま
つ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
八
ツ
垂
（
は
つ
た
れ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
初
足
り
」
と
確
認
で
き
る
。
ハ
ッ
タ

に
は
湿
地
と
い
う
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

〇
丸
二
丁
目

　
上
野
（
う
え
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
植
野
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他

の
村
絵
図
で
は
「
字
上
野
」
と
あ
る
。
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丸
（
ま
る
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
下
小
口
七
丁
目
へ
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
（
町
名
「
丸
」
参
照
）。

〇
大
屋
敷
一
丁
目

　
花
ノ
木
（
は
な
の
き
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
榛
（
ハ
ン
）
の
木
（
カ

バ
ノ
キ
科
の
落
葉
樹
）
が
ハ
ナ
ノ
木
に
転
じ
た
も
の
で
畑
の
意

味
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
本
郷
（
ほ
ん
ご
う
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
大
屋
敷
の
中
心
と
な

る
集
落
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
、
本
郷
に
あ
た
る
範
囲
の
周
囲
に

「
字
十
王
堂
」・「
字
寺
腰
」・「
字
西
浦
・
字
上
流
」・「
字
麻
畑
」・

「
五
輪
石
」
が
確
認
で
き
る
。

　
坂
小
渕
（
さ
か
こ
ぶ
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
坂
は
境
の
転
化
し
た

も
の
で
本
郷
と
高
橋
と
の
境
に
あ
た
る
渕
の
意
味
と
考
え
ら
れ

る
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
、
坂
小
渕
に
あ

た
る
範
囲
の
周
囲
に
「
字
水
道
」・「
字
高
畑
」・「
字
五
反
田
」・

「
字
神
明
道
」
と
い
っ
た
字
名
が
確
認
で
き
る
。

　
下
流
（
し
も
な
が
れ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。「
字
上
流
」
は
「
字
本

郷
」
に
取
り
込
ま
れ
、「
字
下
流
」
が
残
っ
た
。
一
九
八
一
年
の

境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
平
生
（
へ
い
ぜ
い
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ひ
ら
た
く
な
る
の
意
の

「
ひ
ら
ぶ
」
で
、
草
木
の
は
え
る
所
を
開
懇
し
田
畑
に
し
た
所
を

表
し
、
の
ち
に
「
ヒ
ラ
ブ
」
を
「
ヘ
イ
ゼ
イ
」
と
呼
ん
だ
（『
大

口
町
史
』）。

〇
大
屋
敷
二
丁
目

　
勝
負
池
（
し
ょ
う
ぶ
い
け
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
勝
負
池
」
と
書
か
れ
た
池
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
「
字
水
引
塚
」・「
字
登
渡
」・

「
字
山
ノ
神
」
と
い
っ
た
字
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
地
名
と
し

て
は
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
樋
田
（
と
い
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
樋
の
字
か
ら
こ
の
地
が

用
水
か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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〇
大
屋
敷
三
丁
目

　
大
塚
（
お
お
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。「
大
塚
」
と
い
う
塚

（
古
墳
か
）
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
村
絵
図
に
も
塚
の
表

現
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
向
野
（
む
か
い
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
本
郷
か
ら
見
て
川
の
向

こ
う
側
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

　
寺
東
（
て
ら
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
長
松
寺
の
東
側
の
意

味
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
字
向
野
」・「
字
清
水
」
の
範

囲
に
あ
た
る
。

〇
高
橋
一
丁
目

　
高
橋
（
た
か
は
し
）

町
名
「
高
橋
」
参
照
。

　
長
渕
（
な
が
ぶ
ち
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
大
字
豊
田
か
ら
高
橋
一
丁
目
に
》

第
四
編
第
三
章
第
二
節
奈
良
子
二
丁
目
「
長
渕
」
参
照
。

〇
高
橋
二
丁
目

　
上
大
塚
（
か
み
お
お
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
五
反
林
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
樋
先
（
と
い
さ
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
五
反
林
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
自
然
の
落
差
で
は
水

田
に
水
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
樋
で
水
を
通
し
た

田
地
の
先
端
の
地
の
意
味
（『
大
口
町
史
』）。

　
山
間
（
や
ま
ま
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
向
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
面
山
林
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
を
開
墾
し
た
も
の
で
、
山
林
の
間
に
あ
る
集
落
を
示
し
た
。

昔
は
「
ヤ
マ
ア
イ
」
と
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
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第
四
節
　
外
坪

	

（
４
―
２
―
６　

外
坪
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
外
坪
（
と
つ
ぼ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
外
坪
村
」
と
確
認
で
き
る
。
川
の
堤

防
の
外
に
あ
る
土
地
か
ら
（『
尾
張
國
地
名
考
』）。

〇
町
名

　
外
坪
　「
大
字
外
坪
」
参
照
。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
郷
（
ご
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
「
御
新
田
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ
、「
居

屋
敷
」
を
表
す
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
集
落
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
松
山
（
ま
つ
や
ま
）

集
落
の
ひ
と
つ
と
し
て
字
名
の
「
松
山
」
が
、
そ
の
ま
ま
集
落

名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
巾
（
は
ば
）

外
坪
三
丁
目
の
集
落
を
、「
巾
」
と
呼
ん
で
い
る
（
外
坪
三
丁
目

「
巾
上
」・
外
坪
四
丁
目
「
巾
下
」
参
照
）。

【
字
名
】

〇
外
坪
一
丁
目

　
六
反
田
（
ろ
く
た
ん
だ
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
永
苻
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
六
反
を

一
区
画
と
す
る
田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
郷
屋
敷
（
ご
う
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
通
称
名
「
郷
」
参
照
）。

　
郷
東
（
ご
う
ひ
が
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
境
川
の
南
側
は
「
字
宮

下
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
南
側
の
河
岸
段
丘
上
に
神
明
社
が
あ

る
こ
と
か
ら
つ
い
た
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
田
（
ま
え
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
東
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
郷
屋
敷
の
南
側
に
田
が

あ
る
こ
と
か
ら
「
前
田
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
大
島
（
お
お
し
ま
）
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《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
新
宮
二
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
八
節
新
宮
二
丁
目
「
大
島
」
参
照
。

〇
外
坪
二
丁
目

　
豆
田
（
ま
め
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
は
「
字
井
堀
東
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
低
地
と
微
高
地
が
入

り
組
ん
だ
地
で
、
そ
の
隙
間
あ
る
田
、
す
な
わ
ち
間
間
田
（
ま

ま
だ
）
が
転
じ
て
豆
田
に
な
っ
た
も
の
（『
大
口
町
史
』）。

　
大
長
（
お
お
お
さ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
は
「
字
井
堀
東
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
田
の
区
画
を
オ
サ
と

い
い
、
耕
地
整
理
の
こ
と
を
オ
サ
ナ
オ
シ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
大
き
く
区
画
整
理
さ
れ
た
意
味
を
示
す
（『
大
口
町
史
』）。

一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

〇
外
坪
三
丁
目

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
区
域
内
の
北
端
に
神

明
社
が
あ
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代

の
村
絵
図
で
は
「
字
巾
上
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
巾
上
（
は
ば
う
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
巾
に
は
崖
の
意
味
が
あ

り
、
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
巾
上
」
と
呼
ぶ
（『
愛

知
の
地
名
』）。

〇
外
坪
四
丁
目

　
巾
下
（
は
ば
し
た
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
巾
に
は
崖
の
意
味
が
あ

り
、
河
岸
段
丘
の
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
巾
下
」
と
呼
ぶ
（『
愛

知
の
地
名
』）。

　
松
山
東
（
ま
つ
や
ま
ひ
が
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
村
絵
図
は
巾
下
川
が
や

や
西
に
蛇
行
し
、
南
の
村
境
近
く
の
左
岸
に
「
字
中
野
」、
右
岸

に
は
巾
下
川
と
水
路
の
間
に
田
が
あ
り
「
字
東
ハ
サ
マ
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

〇
外
坪
五
丁
目

　
柿
田
（
か
き
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
境
川
の
南
に
、
東
か
ら
西
に
「
字
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ド
イ
ノ
ウ
チ
」・「
字
高
畑
裏
」・「
大
セ
マ
チ
」
と
あ
る
範
囲
に

あ
た
る
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、
東
か
ら
「
字
前
畑
」・

「
字
柿
田
」・「
字
大
勢
町
」
と
あ
る
。

　
柿
田
前
（
か
き
た
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
東
か
ら
西
に
「
字
南
野
」・「
字
石

塚
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、

東
か
ら
「
字
南
野
」・「
字
高
畑
前
」
と
あ
る
。

　
松
山
（
ま
つ
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
東
か
ら
西
に
「
字
大
門
東
」・「
松

山
居
屋
敷
」・「
字
松
山
西
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
八
八
四
年

の
地
籍
図
で
は
、「
字
松
山
」
と
な
る
。
一
面
の
松
山
だ
っ
た
こ

と
が
由
来
と
さ
れ
る
（『
五
十
年
の
歩
み
』）。

　
松
山
西
（
ま
つ
や
ま
に
し
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
「
字
西
ハ

サ
マ
」、
そ
の
西
は
「
河
内
屋
新
田
」
の
入
合
地
で
あ
っ
た
。「
字

西
ハ
サ
マ
」
は
、
水
路
と
境
川
の
間
に
位
置
し
た
。
一
八
八
四

年
の
地
籍
図
で
は
、「
字
西
廻
間
」
と
あ
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

第
五
節
　
河
北

	

（
４
―
２
―
７　

河
北
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
河
北
（
こ
ぎ
た
）

川
の
北
に
あ
る
集
落
な
の
で
川
北
（
か
わ
き
た
）
と
称
し
、
俗

に
縮
め
て
コ
ギ
タ
と
呼
ん
だ
（『
尾
張
國
地
名
考
』）。『
寛
文
村
々

覚
書
』
で
は
「
川
北
村
」
と
あ
り
、『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
で
は
「
河

北
村
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
町
名

　
河
北
　「
大
字
河
北
」
参
照
。

　
仲
沖
（
な
か
お
き
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
「
枝
郷　

中
沖　

二
ツ
屋
」
と
あ
る
。

　
二
ツ
屋
（
ふ
た
つ
や
）

二
軒
屋
の
意
味
で
、
開
村
当
時
、
二
軒
の
人
が
開
発
に
あ
た
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
地
名
と
し
て
後
世
に
残
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
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〇
通
称
名
（
集
落
）

　
上
郷
（
か
み
ご
う
）

地
区
内
で
五
条
川
の
北
の
集
落
を
上
郷
と
呼
ぶ
。

【
字
名
】

〇
河
北
字
神
明
下

　
神
明
下
（
し
ん
め
い
し
た
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
北
東

に
近
接
し
て
神
明
社
（
犬
山
市
内
）
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
江

戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
「
字
神
明
池
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
で
唯
一
残
っ
て
い
る
字
名
。

〇
河
北
一
丁
目

　
棧
敷
（
さ
ん
じ
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
三
敷
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
は
同
じ
読
み
で
「
字
棧
敷
」
と
な
っ
た
。
河
北
地

内
の
北
端
に
位
置
し
、
村
内
に
お
い
て
郷
瀬
川
の
最
上
流
部
に

沿
っ
た
地
で
あ
り
、
堤
防
が
あ
り
高
く
構
え
た
地
の
意
味
と
考

え
ら
れ
る
（『
五
十
年
の
歩
み
』）。
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
が
扶
桑
町
へ
編
入
し
、
一
九
七
八

年
の
境
界
変
更
で
は
一
部
を
犬
山
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
北
川
田
（
き
た
か
わ
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
三
敷
」・「
字
鴨か
も

池い
け

」
あ
た
り
の
範
囲
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。『
尾
張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
「
田
面
郷
瀬
川
の
決
壊
あ
り

て
水
災
を
受
け
る
こ
と
あ
り
」
と
の
記
載
か
ら
、「
川
田
」
と
名

付
け
ら
れ
た
由
来
と
考
え
ら
れ
る
。
村
絵
図
の
「
字
鴨
池
」
は

田
に
な
っ
て
い
る
が
、
犬
山
城
主
成
瀬
氏
の
狩
場
を
「
お
鴨
池
」

と
い
っ
た
と
も
あ
る
（『
大
口
村
誌
』）。

　
南
川
田
（
み
な
み
か
わ
た
）

「
北
川
田
」
参
照
。

　
西
見
浦
（
に
し
み
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
郷
瀬
川
の
右
岸
に
「
字
三
浦
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
が
扶
桑
町
へ
編
入
し

た
。

　
柳
原
（
や
な
ぎ
は
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。

　
芋
堀
（
い
も
ほ
り
）
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一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
地
内
に
用
水
堀
が
あ

る
た
め
、
井
堀
が
転て
ん

訛か

し
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
羽
加
ノ
上
（
は
か
の
う
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
石
曽
根
（
い
し
ぞ
ね
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、
他
の
字
よ
り
も
広
範
囲
に

わ
た
る
。
ソ
ネ
は
局
地
的
に
砂
地
・
石
地
を
な
す
痩
せ
地
の
所

（『
日
本
の
地
名
』）。

　
蟹
ヶ
坪
（
か
に
が
つ
ぼ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
カ
ニ
は
曲
が
っ
た
と

こ
ろ
を
意
味
し
、
お
そ
ら
く
用
水
路
の
極
端
に
曲
が
っ
た
区
画

と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
東
端
（
ひ
が
し
ば
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
上
郷
集
落
の
東
端
に
あ

た
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
下
大
日
（
し
も
た
い
に
ち
）

犬
山
市
大
字
羽
黒
字
下
大
日
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
塚
本
（
つ
か
も
と
）・
大
竹
（
お
お
た
け
）・
中
窪
（
な
か
く
ぼ
）

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入

し
た
。

〇
河
北
二
丁
目

　
北
割
（
き
た
わ
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
土
地
を
開
発
し
て
分

配
す
る
際
の
分
け
振
り
の
仕
方
を
表
す
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
伴
上
（
ば
ん
じ
ょ
う
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
に
交
通
の

要
所
に
設
け
て
、
通
行
人
を
見
張
っ
た
番
所
の
転
訛
と
考
え
ら

れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽

根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
平
田
（
ひ
ら
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
ヒ
ラ
は
平
地
を
意
味

す
る
（『
日
本
の
地
名
』）
こ
と
か
ら
、
比
較
的
平
ら
な
田
の
意

味
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽
根
」
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の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
井
両
（
い
り
ょ
う
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
、「
字
井
両
」
地
内
に
水
路

が
多
く
確
認
で
き
る
。「
井
」
は
水
路
を
表
し
、「
両
」
は
「
領
」

の
当
て
字
と
す
る
と
「
水
路
の
多
い
土
地
」
の
意
味
に
な
る

（『
日
本
の
地
名
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽
根
」

の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
東
割
（
ひ
が
し
わ
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
土
地
を
開
発
し
て
分

配
す
る
際
の
分
け
振
り
の
仕
方
を
表
す
（『
大
口
町
史
』）。
村
絵

図
に
は
「
居
屋
敷
」・「
田
」
と
あ
る
の
み
で
字
名
の
記
載
は
な

い
が
、「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
釈
迦
の
下
（
し
ゃ
か
の
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
坂
の
下
が
訛な
ま

っ
た
も

の
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
郷
前
」
の

範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬

山
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
郷
前
（
ご
う
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、
五
条
川
両
岸
の
広
範
囲
に

わ
た
る
。「
郷
」
は
集
落
を
、「
前
」
は
南
側
を
表
す
。

　
郷
中
（
ご
う
な
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
は
「
居
屋
敷
」・「
野
」・「
宮
」
を
含
ん
だ
「
字
郷
前
」
の
範

囲
に
あ
た
る
。「
郷
」
は
集
落
を
表
す
。

　
西
割
（
に
し
わ
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
土
地
を
開
発
し
て
分

配
す
る
際
の
分
け
振
り
の
仕
方
を
表
す
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
五
三
次
（
ご
さ
ん
じ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
河
北
三
丁
目

　
五
反
田
（
ご
た
ん
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
長
筬
（
な
が
お
さ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
オ
サ
は
田
の
一
区
画
を
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表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
馬
喰
島
（
ば
く
ろ
じ
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
、
牛
馬
の
売
買
、
そ
の
仲
介
す
る
者
を
馬
喰
（
ば
く
ろ
う
）

と
い
っ
た
。

　
藤
ノ
木
（
ふ
じ
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
町
田
（
ま
ち
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。「
町
」
は
土
地
の
区
画
を

表
す
意
味
が
あ
る
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
両
目
（
り
ょ
う
め
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
、「
字
両
目
」
の
中
央
に
東

西
に
流
れ
る
水
路
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
郷

前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
分
目
（
分
け
た
所
、
区
別
し
た
地
点
）

の
目
と
同
じ
で
、
二
つ
に
分
け
た
田
地
を
意
味
し
、
河
北
と
仲

沖
の
境
目
と
い
う
こ
と
（『
大
口
町
史
』）。

　
一
本
宮
（
い
っ
ぽ
ん
の
み
や
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変

更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
柿
野
（
か
き
の
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
仲
沖
集
落
の
浦
（
裏
）、

集
落
の
北
側
の
意
味
。

〇
仲
沖
一
丁
目

　
三
神
（
さ
ん
じ
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
そ
の
内
に
「
山
神
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
に
近
接
し
て
「
天
王
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
現
在
の
津
島
社
の
こ
と
で
、
境
内
に
三
神
と
書
か

れ
た
石
碑
が
あ
り
、
ほ
場
整
備
の
際
「
字
三
神
」
か
ら
移
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
天
王
前
（
て
ん
の
う
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
北
に
近
接
し
て
「
天

王
」
と
あ
る
。「
天
王
」
は
現
在
の
津
島
社
の
祭
神
牛
頭
天
王
の

こ
と
で
、
そ
の
社
の
前
を
「
字
天
王
前
」
と
し
た
。
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仲
沖
（
な
か
お
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
居
屋
敷　

枝
郷　

中
沖
」
と
あ
る
。

『
尾
張
國
地
名
考
』
に
は
、「
い
に
し
え
は
岐
蘇
の
長
流
伊
木
山

前
渡
山
に
突
き
当
た
り
て
、
そ
れ
よ
り
水
勢
逆
浪
乱
れ
散
り
て

蜘
蛛
の
ご
と
く
に
分
か
る
。（
中
略
）
ま
た
木
津
・
羽
根
鳴
海
・

高
橋
・
河
北
・
中
沖
・
二
ツ
屋
・
外
坪
・
長
狭
倉
・
三
淵
の
方

へ
と
流
れ
る
。
此
条
の
う
ち
河
北
・
中
沖
の
辺
り
に
て
は
濁
り

水
も
淀
み
其
う
へ
入
鹿
山
の
し
ず
く
の
清
水
も
落
ち
あ
い
湛
え

て
た
ひ
ら
か
な
る
沖
を
な
す
所
な
り
け
り
」
と
記
述
が
あ
る
。

〇
仲
沖
二
丁
目

　
椿
下
（
つ
ば
き
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
前
」
と
あ
る
。
東
に
隣
接
す
る
犬
山
市
の
椿
集

落
が
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
椿
下
」
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
仲
沖
東
（
な
か
お
き
ひ
が
し
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
北
半
分
が
「
字
中
沖
前
」、
南
半
分
が
「
字
二
ツ
屋
浦
」
と

あ
る
。「
字
二
ツ
屋
浦
」
は
、
二
ツ
屋
集
落
の
浦
（
裏
）、
集
落

の
北
側
の
意
味
。
仲
沖
集
落
の
南
東
の
区
画
と
し
て
「
字
仲
沖

東
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
仲
沖
前
（
な
か
お
き
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
「
字
中
沖
前
」
と
そ
の
南
に
「
字
二
ツ

屋
浦
」
と
確
認
で
き
る
。「
字
中
沖
前
」
は
、
仲
沖
集
落
の
南
か

ら
南
東
に
か
け
て
広
が
る
範
囲
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
以
降
に

入
り
細
長
い
区
画
で
「
字
仲
沖
前
」
と
な
っ
た
。

　
北
ノ
坪
（
き
た
の
つ
ぼ
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
（
萩
島
）
か
ら
仲
沖
二
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ツ
ボ
に
は
、
集
落
の
一

部
と
い
う
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
〇
二
ツ
屋
一
丁
目

　
宮
東
（
み
や
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
二
ツ
屋
集
落
の
東

か
ら
南
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
以
降
は
、
神
明

社
の
東
の
土
地
を
「
字
宮
東
」
と
し
た
。
一
九
七
八
年
の
境
界

変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
二
ツ
屋
（
ふ
た
つ
や
）
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
居
屋
敷　

枝
郷　

二
ツ
屋
」
と
あ
る
。

二
軒
屋
の
意
味
（
町
名
「
二
ツ
屋
」
参
照
）。

　
西
狭
間
（
に
し
は
ざ
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

神
明
社
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
集
落
が
展
開
し
て
お
り
、
そ
の

西
に
あ
た
る
範
囲
を
明
治
時
代
以
降
に
「
西
狭
間
」
に
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
巾
上
（
は
ば
う
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
巾
に
は
崖
の
意
味

が
あ
り
、
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
巾
上
」
と
呼
ぶ

（『
愛
知
の
地
名
』）。
こ
の
河
岸
段
丘
は
外
坪
ま
で
続
き
、
外
坪

に
も
同
じ
地
名
が
あ
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一

部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
伊
賀
田
（
い
が
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
イ
ガ
（
イ
カ
）
は
、

背
後
に
高
い
土
地
が
あ
る
こ
と
を
表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。
河

岸
段
丘
の
下
に
あ
る
田
で
「
伊
賀
田
」
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
二
ツ
屋
二
丁
目

　
百
畝
町
（
ひ
ゃ
く
せ
ま
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
マ
チ
は
一
区
画
の

田
の
意
味
で
、
百
畝
で
一
区
画
の
田
と
し
た
土
地
の
意
味
か

（『
日
本
の
地
名
』）。
百
畝
は
一
〇
反
で
あ
り
一
町
で
あ
る
。
一

九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
寺
島
（
て
ら
し
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
北
側
が
二
ツ
屋
集
落
で
南
が
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲

に
あ
た
る
。
シ
マ
は
、
田
・
川
沿
い
の
耕
地
・
集
落
の
意
味
が

あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
磯
ヶ
下
（
い
そ
が
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
イ
ソ
に
は
岩
と
い

う
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
磯
ヶ
下
は
河
岸
段
丘
の
下

の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一

部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
天
神
塚
（
て
ん
じ
ん
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
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で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
昔
、
塚
の
上
に
天

神
社
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
た
が
、
道
路
改
修
の
用
途
で
土
取
り
を
し

た
の
で
塚
は
残
っ
て
い
な
い
（『
大
口
村
誌
』）。

　
青
塚
東
（
あ
お
つ
か
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
犬
山
市
の
青
塚
集

落
の
北
東
に
位
置
す
る
。

　
塚
田第

四
編
第
三
章
第
七
節
萩は
ぎ

島し
ま

一
丁
目
「
塚
田
」
参
照
。

　
東
出
（
ひ
が
し
で
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
（
萩
島
）
か
ら
二
ツ
屋
二
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に

あ
た
る
。

　
出
口
（
で
ぐ
ち
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

第
六
節
　
余
野

	

（
４
―
２
―
８　

余
野
地
区
（
余
野
・
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
）
名
称
地

番
変
更
図
）

〇
大
字
余
野

あ
ま
る
野
と
い
う
意
味
か
。
そ
の
意
味
を
知
ら
ず
「
ヨ
ノ
」
と

呼
ん
だ
か
（『
尾
張
國
地
名
考
』）。

〇
町
名

　
余
野
　「
大
字
余
野
」
参
照
。

　
垣
田
（
か
き
た
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
笠
田
」「
字
久
手
」
の
範
囲
に
あ
た

る
。
ク
テ
は
湿
地
帯
を
表
す
。

　
さ
つ
き
ケ
丘

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
、
余
野
区
か
ら
分
区
し
て
で
き

た
地
名
。
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〇
通
称
名

　
川
西
・
川
東
（
か
わ
に
し
・
か
わ
ひ
が
し
）

か
つ
て
、
昭
和
用
水
を
境
に
「
川
西
」・「
川
東
」
と
分
け
て
呼

ん
で
い
た
。

【
字
名
】

〇
余
野
一
丁
目

　
西
浦
（
に
し
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
表
畑
」（
主
に
余
野
一
丁
目
地
内
）・「
字
だ
れ
」（
主

に
余
野
二
丁
目
地
内
）
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

　
清
水
（
し
み
ず
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
扇
状
地
の
伏
流
水
で
、

か
つ
て
は
清
水
が
わ
い
て
い
た
。

　
日
高
（
ひ
だ
か
）

余
野
六
丁
目
「
日
高
」
参
照
。

〇
余
野
二
丁
目

　
西
浦
（
に
し
う
ら
）

余
野
一
丁
目
「
西
浦
」
参
照
。

　
僧
都
庵
（
そ
う
づ
あ
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
表
畑
（
表
野
畑
）」・「
字
中
嶋
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
寺
前
（
て
ら
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
徳
林
寺
を
含
む
南
側

を
寺
前
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居

屋
敷
」
が
広
く
字
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

〇
余
野
三
丁
目

　
少
々
腰
（
し
ょ
う
じ
ょ
う
ご
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
上
畑
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
明
戸
（
み
ょ
う
ど
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
鷹た
か

の
山
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
宮
西
（
み
や
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
東
側
の
大
字
余
野
境

に
あ
た
る
中
小
口
側
に
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
ま
で
社
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
宮
西
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
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時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
天
神
東
」
と
あ
り
東
側
に
「
天
神
宮
」

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。「
宮
西
」
と
同
じ
く
、

一
部
が
中
小
口
側
に
あ
る
た
め
「
宮
前
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
天
神
東
」
の
範
囲
と
考

え
ら
れ
る
。

　
天
神
前
（
て
ん
じ
ん
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、「
天
神
宮
」
の
南
に
位
置
す

る
た
め
「
天
神
前
」
と
な
っ
た
。

〇
余
野
四
丁
目

　
寺
前
（
て
ら
ま
え
）

余
野
二
丁
目
「
寺
前
」
参
照
。

　
権
現
浦
（
ご
ん
げ
ん
う
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
権
現
裏
」
と
あ
る
（
余
野
五
丁
目

「
権
現
」
参
照
）。

　
川
向
（
か
わ
む
か
い
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
神
明
社
（
現
余
野
神

社
）
か
ら
み
て
、
昭
和
用
水
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
位
置
す
る
た

め
か
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
神
明
下
（
し
ん
め
い
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
北
側
に
神
明
社
（
現

余
野
神
社
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
神
明
下
」
と
な
っ
た
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
下
流
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
余
野
五
丁
目

　
権
現
（
ご
ん
げ
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
明
治
維
新
前
に
は
、

高
さ
五
間
（
約
九
ｍ
）
ほ
ど
の
丘
に
権
現
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
た
こ

と
が
由
来
（『
大
口
村
誌
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字

若
ヶ
橋
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
権
現
西
（
ご
ん
げ
ん
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
権
現
の
西
側
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
若
ヶ
橋
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
若
ヶ
橋
（
わ
か
ん
ば
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
も
と
は
「
わ
か
ば
し
」

と
い
い
、
小
池
与
九
郎
が
社
を
建
て
風
景
を
添
え
よ
う
と
松
・

桜
・
カ
エ
デ
な
ど
を
植
え
、
近
郷
の
雅
人
も
来
て
と
も
に
和
歌

を
詠
じ
た
の
で
「
和
歌
ヶ
橋
」
と
も
い
う
。
付
近
の
銀し
ろ
がね
塚
（
一

第三章　地名の由来・伝承　 618

第四編　地域の変化



説
に
は
こ
こ
に
あ
る
亭
あ
ず
ま
やに

至
る
橋
）
で
和
歌
を
詠
じ
た
と
の
伝

承
が
あ
る
（『
大
口
村
誌
』）。

　
大
福
寺
（
だ
い
ふ
く
じ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
大
口
村
誌
』
に
、「
大

福
寺
が
あ
っ
た
の
で
地
名
と
し
て
残
っ
た
」
と
あ
る
が
、「
こ
の

あ
た
り
を
掘
る
と
金
く
そ
が
出
る
。
刀
鍛か

冶じ

屋
が
い
た
と
想
像

さ
れ
る
」
と
の
記
述
も
あ
り
、「
フ
ク
ダ
は
炭
火
を
吹
く
（
フ

ク
）
に
因ち
な

ん
で
鍛
冶
を
い
う
」（『
日
本
の
地
名
』）
こ
と
を
あ
わ

せ
る
と
、
寺
と
の
関
連
よ
り
江
戸
時
代
以
前
に
野
鍛
冶
を
し
た

場
所
（
寺
が
地
）
と
い
う
意
味
も
考
え
ら
れ
る
。

〇
余
野
六
丁
目

　
大
福
寺
（
だ
い
ふ
く
じ
）

余
野
五
丁
目
「
大
福
寺
」
参
照
。

　
田
代
（
た
し
ろ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
タ
シ
ロ
は
、
田
を
こ
し

ら
え
た
所
、
つ
ま
り
新
田
の
こ
と
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
田
代
西
（
た
し
ろ
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
田
代
の
西
。
江
戸
時

代
の
村
絵
図
で
は
「
字
田
代
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
中
畑
（
な
か
は
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
流
（
し
も
な
が
れ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
昭
和
用
水
に
因
む
。

　
日
高
（
ひ
だ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
橋
」・「
字
だ
れ
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
ヒ
ダ
に
は
、

辺
鄙
（
へ
ん
ぴ
）
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。
一
九
七

八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

　
清
水
（
し
み
ず
）

余
野
一
丁
目
「
清
水
」
参
照
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ

り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

〇
垣
田
（
か
き
た
）

町
名
「
垣
田
」
参
照
。

　
花
立
（
は
な
た
て
）

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入

し
た
。
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〇
さ
つ
き
ケ
丘
一
丁
目

　
水
瀬
（
み
ず
せ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
溝
寄
・
字
溝
よ
せ
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
三

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

〇
さ
つ
き
ケ
丘
二
丁
目

　
浅
畑
（
あ
さ
ば
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
溝
寄
・
字
溝
よ
せ
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
寺
浦
（
て
ら
う
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、
徳
林
寺
北
側
に
「
字
寺
浦
」

と
あ
る
。「
浦
」
は
「
裏
」
の
意
味
。
そ
の
西
側
に
は
「
字
溝

寄
」、
徳
林
寺
西
側
に
は
「
字
中
嶋
」
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
御
字
神
（
お
じ
が
み
）

一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入
し

た
。

第
七
節
　
上
小
口

	

（
４
―
２
―
９　

上
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
小
口
（
お
ぐ
ち
）

台
地
の
川
の
出
口
。
ま
た
分
流
口
の
意
味
で
、
木
曽
川
の
枝
川

が
流
れ
て
い
た
所
（『
愛
知
の
地
名
』）。
中
世
に
は
、
尾
口
と
も

書
い
た
。
尾
は
山
の
さ
き
の
垂
れ
た
る
（
傾
斜
）
を
い
う
（『
尾

張
國
地
名
考
』）。
承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
）
に
成
立
し

た
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』
に
は
、
尾
張
国
丹
羽
郡
内
の
郷
名
に
「
小

口
」
と
あ
る
。

〇
通
称
名

　

上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口

　（
か
み
お
ぐ
ち
・
な
か
お
ぐ
ち
・
し
も
お
ぐ
ち
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
の
小
口
村
の
項
で
、「
枝
郷　

上
小
口　

中

小
口　

下
小
口　

萩
嶋
」
と
あ
る
。『
尾
張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
で
は
、
小

口
村
は
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の
三
村
に
分
か
れ
る
と
あ

る
。
五
条
川
の
上
流
か
ら
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
に
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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〇
町
名

　
上
小
口　
通
称
名
「
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
」
参
照
。

　
萩
島
（
は
ぎ
し
ま
）

『
尾
張
徇
行
記
』
に
「
萩
島
は
上
小
口
に
属
す
る
」
と
記
載
が
あ

る
。
萩
は
、「
土
地
が
は
が
れ
や
す
い
所
」
の
意
味
が
あ
り
（『
愛

知
の
地
名
』）、
シ
マ
は
「
川
沿
い
の
耕
地
」
を
表
す
（『
日
本
の

地
名
』）。
木こ
っ

津つ

用
水
と
新
木
津
用
水
に
挟
ま
れ
、
洪
水
時
に
耕

作
土
が
流
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
字
名
】

〇
上
小
口
一
丁
目

　
油
田
（
あ
ぶ
ら
で
ん
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
起
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
獅
子
毛
（
し
し
げ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
起
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
シ
ケ
は
湿
地
を
示
し
た
も

の
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
弁
天
東
（
べ
ん
て
ん
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
原
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
起
シ
（
お
こ
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
「
字
起
」
と
確
認
で
き
る
。
オ
コ
ス
（
起

す
・
興
す
・
耕
す
）
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
で

は
開
墾
地
を
表
し
た
も
の
（『
大
口
町
史
』）。

　
北
ノ
山
（
き
た
の
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
起
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
水
戸
（
す
い
と
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
居
屋
敷
」
と
な
っ
て
い
る
。
水
戸
と
は
水
の
あ
る
場
所

の
こ
と
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
郷
浦
（
ご
う
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
上
組
郷
浦
・
上
郷
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
上
小
口
の

郷
（
集
落
）
の
浦
（
裏
）
の
意
味
。

　
郷
西
（
ご
う
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
上
組
郷
浦
・
上
郷
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
上
小
口
の

郷
（
集
落
）
の
西
の
意
味
。
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西
屋
敷
（
に
し
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
郷
中
（
ご
う
な
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
墓
ノ
腰
（
は
か
の
こ
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
コ
シ
は
側
の
意
味
。

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
墓

地
が
近
接
し
て
い
る
。

　
上
山
伏
（
か
み
や
ま
ぶ
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
丸
ノ
内
（
ま
る
の
う
ち
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
中
小
口
か
ら
上
小
口
一
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
定
光
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
マ
ル
は
砦と
り
での
意
味
が

あ
り
、「
丸
ノ
内
」
は
砦
の
領
域
内
の
意
味
を
持
つ
（『
愛
知
の

地
名
』）。
小
口
城
の
領
域
内
と
し
て
「
丸
ノ
内
」
に
し
た
か
。

〇
上
小
口
二
丁
目

　
亀
ケ
淵
・
中
窪
（
か
め
が
ふ
ち
・
な
か
く
ぼ
）

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入

し
た
。

　
郷
瀬
（
ご
う
せ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
太
郎
丸
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
北
太
郎
丸
（
き
た
た
ろ
う
ま
る
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
太
郎
丸
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
向
江
（
か
み
む
か
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
太
郎
丸
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
石
曽
根
（
い
し
ぞ
ね
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
長
渕
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
河
北
村
の
村
絵
図
で
は
、

「
石
曽
根
」
の
範
囲
が
東
西
に
長
く
広
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
接

し
て
い
る
（
第
四
編
第
三
章
第
五
節
河
北
一
丁
目
「
石
曽
根
」

参
照
）。

　
上
長
渕
・
中
長
渕
（
か
み
な
が
ぶ
ち
・
な
か
な
が
ぶ
ち
）　
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、「
字
長
渕
」
の
範
囲
に
あ
た

る
。
明
治
時
代
以
降
は
「
上
長
淵
」
と
「
中
長
淵
」
に
分
け
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。
フ
チ
は
縁
に
通
じ
（『
日
本
の
地
名
』）、
木

津
用
水
と
五
条
川
に
接
す
る
川
縁
（
川
の
ほ
と
り
）
の
土
地
と

し
て
「
字
長
渕
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
上
小
口
三
丁
目

　
原
田
（
は
ら
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
馬
喰
島
（
ば
く
ろ
じ
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
万
願
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
万
願
寺
・
西
万
願
寺
（
か
み
ま
ん
が
ん
じ
・
に
し
ま
ん
が
ん
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
万
願
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、「
上
万
願
寺
」・「
西
万
願
寺
」・

「
東
万
願
寺
」・「
下
万
願
寺
」（
現
中
小
口
二
丁
目
地
内
）
に
分

け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
大
口
村
誌
』
の
万
願
寺
塚
の
項
に
よ

れ
ば
、
上
小
口
字
田
中
の
田
中
屋
敷
跡
の
東
に
あ
る
万
願
寺
塚

か
ら
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
が
書
か
れ
た
丸
い
石
が
出

る
た
め
、
こ
の
地
が
万
願
寺
の
跡
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
ま

た
、
村
絵
図
に
は
字
田
中
の
あ
た
り
に
「
観
音
堂
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
寺
院
が
存
在
し
た
資
料
は
確
認
で
き

て
い
な
い
（
第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
二
丁
目
「
東
万
願

寺
・
下
万
願
寺
」
参
照
）。

　
田
中
（
た
な
か
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
大
口
村
誌
』
に
よ
れ

ば
、
小
口
城
主
織お
だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
の
家
老
、
田
中
惣
右
衛
門
の

屋
敷
が
あ
り
、
周
囲
の
土
塁
が
残
っ
て
い
た
と
あ
る
。

　
金
三
西
（
き
ん
ざ
に
し
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
中
小
口
二
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
二
丁
目
「
金
三
西
」
参
照
。

〇
萩
島
一
丁
目

　
東
柿
野
・
西
柿
野
（
ひ
が
し
か
き
の
・
に
し
か
き
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
柿
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
の
記
録
に
は
「
東
柿
野
」・「
西
柿
野
」
に
分
か
れ

て
い
る
。「
柿
」
は
欠
け
る
所
に
通
じ
る
（『
愛
知
の
地
名
』）。

　
下
田
（
し
も
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
用
水
沿
い
の
「
字
浦
梨
田
（
う
り
た
）」
と
、
そ
の
東
の
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「
字
北
ノ
坪
」
が
範
囲
に
あ
た
る
。
ウ
リ
は
川
の
曲
が
っ
た
所
に

み
ら
れ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
細

い
水
路
が
二
筋
に
分
か
れ
、
曲
が
り
つ
つ
通
っ
て
い
る
。

　
井
堀
間
（
い
ぼ
り
ま
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
二
つ
の
水
路
（
井
堀
）

の
間
に
あ
る
土
地
の
意
味
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
荒

井
」
と
「
字
井
堀
合
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
高
岡
（
た
か
お
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
東
出
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
島
浦
（
し
ま
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
萩
島
集
落
の
裏
の
意

味
。

 

塚
田
（
つ
か
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
前
田
」・「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
〇
萩
島
二
丁
目

　
島
内
（
し
ま
う
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
島
前
（
し
ま
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
前
」・「
字
大
坪
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
梨
子
ノ
木
（
な
し
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
大
坪
（
か
み
お
お
つ
ぼ
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
大
坪
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
ツ
ボ
は
、
広
さ
・
面
積

の
単
位
の
ほ
か
、
庭
・
淵
・
穴
・
く
ぼ
み
・
町
村
の
一
部
を
示

す
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
北
ノ
坪

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
仲
沖
二
丁
目
へ
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
地
名
（
第
四
編
第
三
章
第

五
節
仲
沖
二
丁
目
「
北
ノ
坪
」
参
照
）。

　

東
出《

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
二
ツ
屋
二
丁
目
へ
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
地
名
（
第
四
編
第
三
章
第
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五
節
二
ツ
屋
二
丁
目
「
東
出
」
参
照
）。

　

出
口《

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
二
ツ
屋
二
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
五
節
二
ツ
屋
二
丁
目
「
出
口
」
参
照
。

　
清
水《

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
新
宮
一
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
八
節
新
宮
一
丁
目
「
清
水
」
参
照
。

　

下
林
（
し
も
ば
や
し
）

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ

れ
た
境
界
変
更
に
よ
り
、　

扶
桑
町
へ
編
入
。

第
八
節
　
中
小
口

	

（
４
―
２
―
１０　

中
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

【
字
名
】

〇
中
小
口
一
丁
目

　
西
山
神
（
に
し
や
ま
の
か
み
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
絵
図
で
は
「
字
定
光
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
定
光
寺
（
じ
ょ
う
こ
う
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
定
光
寺
」
と
確
認
で
き
る
。

　
西
野
合
（
に
し
の
あ
い
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
定
光
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
地
蔵
堂
（
じ
ぞ
う
ど
う
） 

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
北
出
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
ノ
段
（
し
も
の
だ
ん
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
字

名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
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宮
之
前
（
み
や
の
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
、「
居
屋
敷
」
の
範
囲
内
に
あ
た
り
、

「
神
明
境
内 

妙
徳
寺
境
内
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
字
名
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
余
野
境
に
神
明
社
が
あ
り
、
一
八
一
六
（
大

正
五
）
年
、
小
口
神
社
に
合ご
う

祀し

さ
れ
て
い
る
。

　
丸
ノ
内

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
一
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
七
節
上
小
口
一
丁
目
「
丸
ノ
内
」
参
照
。

〇
中
小
口
二
丁
目

　
金
三
西
（
き
ん
ざ
に
し
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
か
ら
中
小
口
二
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。『
大

口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
頃
、
上
小
口

字
金
三
西
に
あ
る
小
口
劇
場
の
東
か
ら
小
判
が
二
枚
、
翌
年
に

一
枚
出
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　
下
山
伏
（
し
も
や
ま
ぶ
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
、「
上
山
伏
（
上
小
口
一
丁
目
地
内
）」・「
金
三

西
」・「
下
山
伏
」
に
分
か
れ
た
。

　
馬
場
（
ば
ん
ば
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
字
名
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、「
御
城

山
」
と
あ
る
。
小
口
城
の
北
側
に
近
接
し
、
馬
の
調
教
を
し
て

い
た
た
め
「
馬
場
」
に
な
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　
東
万
願
寺
・
下
万
願
寺
（
ひ
が
し
ま
ん
が
ん
じ
・
し
も
ま
ん
が
ん
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
万
願
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

明
治
時
代
以
降
、
こ
の
「
字
万
願
寺
」
か
ら
「
上
万
願
寺
・
西

万
願
寺
（
上
小
口
三
丁
目
）」・「
東
万
願
寺
」・「
下
万
願
寺
」
の

四
つ
に
分
か
れ
た
（
第
四
編
第
三
章
第
七
節
上
小
口
三
丁
目

「
上
万
願
寺
・
西
万
願
寺
」
参
照
）。

〇
中
小
口
三
丁
目

　
上
野
合
・
下
野
合
（
か
み
の
あ
い
・
し
も
の
あ
い
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
「
字
野
合
」
と
あ
る
。『
大
口
村
誌
』

で
は
「
上
野
合
」・「
西
野
合
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
中
川
原
（
な
か
か
わ
は
ら
）

一
九
三
八
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
野
合
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
鍋
田
（
な
べ
た
）

一
九
三
八
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
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で
は
「
字
榎
坪
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
木
賀
田
・
下
木
賀
田
（
か
み
き
が
た
・
し
も
き
が
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
木
賀
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

明
治
時
代
以
降
は
「
上
木
賀
田
」
と
「
下
木
賀
田
」
に
分
か
れ

る
。
キ
ガ
が
転
じ
て
コ
ガ
と
呼
び
、
未
墾
地
・
空
閑
地
を
意
味

す
る
ほ
か
、
村
内
の
小
区
画
の
意
味
を
持
つ
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
樋
田
（
と
い
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
樋
の
字
か
ら
こ
の
地
が

用
水
か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
辻
田
（
つ
じ
た
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
辻
は
交
差
点
・
道
筋
の

意
味
が
あ
る
た
め
「
辻
田
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
烏
田
（
か
ら
す
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
大
鹿
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
カ
ラ
ス
に
は
、
小
石
の

土
地
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
小
石
混
じ
り
の
田
の

意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

　
東
大
鹿
（
ひ
が
し
お
お
し
か
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
大
鹿
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
シ

カ
に
は
、
砂
州
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
砂
混
じ
り

の
土
質
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
中
小
口
四
丁
目

　
下
長
渕
（
し
も
な
が
ぶ
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
長
渕
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
条
川
が
木
津
用
水
に

流
れ
込
む
直
前
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で

確
認
で
き
る
「
字
長
渕
」
は
、
五
条
川
の
右
岸
と
な
る
。

　
北
穴
田
・
南
穴
田
（
き
た
あ
な
だ
・
み
な
み
あ
な
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
穴
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
は
、「
北
穴
田
」
と
「
南
穴
田
」
に
分
か
れ
る
。

　
一
本
松
（
い
っ
ぽ
ん
ま
つ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
穴
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
仲
沖第

四
編
第
三
章
第
五
節
仲
沖
一
丁
目
「
仲
沖
」
参
照
。

〇
中
小
口
五
丁
目

　
長
蔵
橋
（
ち
ょ
う
ぞ
う
ば
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
木
津
用
水
に
架
か
る
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橋
の
名
を
小
字
名
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵

図
で
は
「
字
稲
口
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
寺
田
巽
（
て
ら
だ
た
つ
み
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
下
小
口
か
ら
中
小
口
五
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
寺
田
集
落
か
ら
巽
（
東

南
）
の
方
角
の
意
味
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
稲
口
浦
」

の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
東
神
薙
（
ひ
が
し
か
ん
な
ぎ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
カ
ン
ナ
ギ
は
神
社
に

関
係
し
、
東
側
の
木
津
用
水
右
岸
に
八
幡
社
が
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
参
照
）。
江
戸
時
代
の
村

絵
図
で
は
「
字
稲
口
」・「
字
稲
口
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。『
尾

張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は
、
下
小
口
内
の
集
落
の
一
つ
と
し
て
「
稲
口
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
西
神
薙
（
に
し
か
ん
な
ぎ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
稲
口
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
（「
東
神
薙
」
参
照
）。

〇
新
宮
一
丁
目

　
清
水
（
し
み
ず
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
最
も
北
に
八
幡
社
が

あ
っ
た
（「
東
神
薙
」
参
照
）。

　
稲
口
前
（
い
な
ぐ
ち
ま
え
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
神
薙
（
し
も
か
ん
な
ぎ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
大
坪
（
お
お
つ
ぼ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
、
木
津
用
水
左
岸
に
「
大
坪
」
と
あ

る
（
第
四
編
第
三
章
第
七
節
萩
島
二
丁
目
「
上
大
坪
」
参
照
）。

　
乾
田
（
い
ぬ
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
新
宮
二
丁
目

　
外
坪
浦
（
と
つ
ぼ
う
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
苗
田
島
（
な
え
だ
じ
ま
）
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一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
新
宮
前
（
し
ん
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
新
宮
浦
（
し
ん
み
や
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
大
島
（
お
お
し
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
シ
マ
に
は
、
上
大
坪
と

同
じ
よ
う
に
広
い
区
域
の
田
地
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

〇
城
屋
敷
一
丁
目

　
城
屋
敷
（
し
ろ
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
「
御
城
山
」
と
あ
る
が
字
名
は
確
認
で
き
な
い
。

　
宮
之
前
（
み
や
の
ま
え
）

第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
一
丁
目
「
宮
之
前
」
参
照
。

　
山
中
（
や
ま
な
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
字
名
は
確
認
で
き
な
い
。

〇
城
屋
敷
二
丁
目

　
向
江
（
む
か
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
大
鹿
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
西
大
鹿
（
に
し
お
お
し
か
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
大
鹿
」
と
あ
る
。
シ
カ
に
は
、
砂

州
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
砂
混
じ
り
の
土
質
の
意

味
と
考
え
ら
れ
る
（
第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
三
丁
目

「
東
大
鹿
」
参
照
）。

　
榎
坪
（
え
の
き
つ
ぼ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
確
認
で
き
る
が
、
位
置
が
異
な
る
。
名

称
地
番
変
更
前
の
「
字
榎
坪
」
は
、
村
絵
図
で
は
「
字
大
鹿
」

の
一
部
で
あ
る
。
村
絵
図
の
「
字
榎
坪
」
は
名
称
地
番
変
更
前

の
「
字
鍋
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
水
田
潅か
ん

漑が
い

用
の
細
い
用
水

路
を
「
え
ぎ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
え
ぎ
」
が
あ
る
田
区
の

意
が
榎
の
坪
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
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第
九
節
　
下
小
口

	

（
４
―
２
―
１１　

下
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
通
称
名

　
三
軒
家
（
さ
ん
げ
ん
や
）

下
小
口
七
丁
目
地
内
「
字
新
田
」
を
三
軒
家
と
呼
ぶ
。
由
来
は

三
軒
の
旧
家
か
ら
集
落
に
な
っ
た
、
も
し
く
は
岩
の
唐か

ら

櫃び
つ

に
宝

剣
宝
玉
が
入
っ
て
い
た
の
を
発
見
し
、
埋
め
戻
し
て
三
体
の
不

動
尊
を
祀ま
つ

っ
た
と
い
う
伝
承
か
ら
、「
三
剱
矢
」
の
字
を
あ
て
た

と
も
あ
る
（『
大
口
村
誌
』）。

【
字
名
】

〇
下
小
口
一
丁
目

　
仁
所
野
（
に
し
ょ
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
こ
の
「
居
屋
敷
」
は
、
下
小
口
一
丁
目
か
ら
二
丁

目
と
三
丁
目
の
西
半
分
に
至
る
大
き
な
集
落
で
あ
っ
た
。
一
八

八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
に
「
字
仁
所
野
」・「
字
宮

前
」・「
字
本
郷
」
と
あ
る
。
仁
所
野
の
由
来
は
、
琴
平
神
社
と

白
山
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
か
所
の
霊
地
と
い
う
意
味
と
考

え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
宮
前
」
と
あ
る
。

白
山
社
の
南
側
に
位
置
す
る
の
で
「
宮
前
」
と
な
っ
た
（「
仁
所

野
」
参
照
）。

　
本
郷
（
ほ
ん
ご
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
本
郷
」
と
あ
る
。

ホ
ン
ゴ
ウ
は
本
村
（
元
と
な
る
集
落
）、
下
小
口
の
元
と
い
う
意

味
（『
日
本
の
地
名
』）。

〇
下
小
口
二
丁
目

　
北
屋
敷
（
き
た
や
し
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
北
屋
敷
」
と
あ
る
。

　
前
田
（
ま
え
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
前
田
」
と
あ
る
。
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上
五
明
（
か
み
ご
み
ょ
う
）

下
小
口
三
丁
目
「
中
五
明
・
下
五
明
・
東
五
明
」
参
照
。

〇
下
小
口
三
丁
目

中
五
明
・
下
五
明
・
東
五
明
（
な
か
ご
み
ょ
う
・
し
も
ご
み
ょ
う
・

ひ
が
し
ご
み
ょ
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
五
明
」
と
あ
る
。
一
八
八
四
年
の

地
籍
図
で
は
、
上
五
明
も
含
め
頭
に
上
・
中
・
下
・
東
を
つ
け
、

四
つ
の
小
字
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゴ
ミ
ョ
ウ
が
転

じ
ゴ
ミ
の
意
味
と
し
て
泥
地
を
表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。

〇
下
小
口
四
丁
目

　
天
神
前
（
て
ん
じ
ん
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
植
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
〇
九
年
に
白
山
社

に
合ご
う

祀し

さ
れ
る
ま
で
、
下
小
口
三
丁
目
（
字
下
五
明
）
地
内
に

は
天
神
社
が
あ
り
、
そ
の
南
側
に
あ
た
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
山
ノ
神
（
や
ま
の
か
み
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
植
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）

年
に
白
山
社
に
合
祀
さ
れ
る
ま
で
、
塚
に
山
の
神
を
祀
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
（『
大
口
村
誌
』）。
地
籍
図
に
は
、
塚
の
横
に

「
山
神
道
」
が
確
認
で
き
る
。

　
植
野
（
う
え
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
字
植
野
」
と
「
字
下
植
野
」
に
分

か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
名
称
地
番
変
更
前
の
植
野

は
、
村
絵
図
の
「
字
下
植
野
」
に
該
当
す
る
。

　
上
池
田
・
下
池
田
（
か
み
い
け
だ
・
し
も
い
け
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
上
池
田
が
「
字
植
野
」
と
「
字
下
植
野
」、
下
池
田
が
「
字

下
植
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
下
小
口
五
丁
目

　
寺
田
（
て
ら
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
下
小

口
地
区
内
の
集
落
の
一
つ
と
し
て
「
寺
田
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
寺
田
東
（
て
ら
だ
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
前
」・「
字
小
虱
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
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寺
田
前
（
て
ら
だ
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
寺
田
の
南
に
位
置
す
る

の
で
、
寺
田
前
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
石
田
（
い
し
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
前
」・「
字
小
虱
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
流
（
か
み
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
条
川
左
岸
沿
い
に
「
上

流
」・「
中
流
」・「
下
流
」
と
あ
る
。

　
中
流
（
な
か
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
流
（
し
も
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
広
瀬
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
小
虱
（
こ
じ
ら
み
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。「
シ
ラ
ミ
」
は
白
い
に
状

態
・
程
度
を
表
す
接
尾
語
「
み
」
が
つ
き
、
虱
の
字
を
あ
て
た

も
の
で
、
砂
地
を
意
味
す
る
地
名
（『
大
口
町
史
』）。

　
上
猿
境
・
下
猿
境
（
か
み
さ
る
さ
か
い
・
し
も
さ
る
さ
か
い
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
小
虱
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
砂
利
（
ジ
ャ
リ
・
ザ
リ
）

の
砂さ

礫れ
き

地
は
地
下
へ
の
水
の
滲し
ん

透と
う

が
よ
く
、
笊ざ
る

（
竹
製
の
か
ご
）

は
水
が
洩も

れ
る
こ
と
か
ら
、「
ザ
ル
」
は
砂
礫
地
を
表
し
、
ザ
ル

の
清
音
サ
ル
に
猿
の
字
を
あ
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
砂
地

で
し
か
も
外
坪
と
小
口
の
境
を
示
す
地
名
で
あ
ろ
う
（『
大
口
町

史
』）。

〇
下
小
口
六
丁
目

　
東
曲
田
・
西
曲
田
（
ひ
が
し
ま
が
り
だ
・
に
し
ま
が
り
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
庭
森
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

上
五
反
田
・
中
五
反
田
・
下
五
反
田
（
か
み
ご
た
ん
だ
・
な
か
ご

た
ん
だ
・
し
も
ご
た
ん
だ
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
庭
森
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

上
庭
森
・
中
庭
森
・
下
庭
森
（
か
み
に
わ
も
り
・
な
か
に
わ
も
り
・

し
も
に
わ
も
り
）　
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
庭
森
」
と
あ
る
。
一
八
八
四
年
の

地
籍
図
で
は
「
字
上
庭
森
」・「
字
中
庭
森
」・「
字
下
庭
森
」
に

分
か
れ
る
。
イ
ワ
イ
モ
リ
（
祝
森
）
か
ら
転て
ん

訛か

し
た
ニ
ワ
モ
リ

で
、
田
の
神
・
山
の
神
な
ど
農
耕
儀
礼
に
因ち
な

む
も
の
を
祀
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
リ
は
杜
に
も
通
じ
開
墾
前
は
樹
林
地

で
、
田
の
神
・
山
の
神
が
祀
っ
て
あ
っ
た
（『
大
口
町
史
』）。

〇
下
小
口
七
丁
目

　
新
田
（
し
ん
で
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
岡
田
塚
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
新
田
前
（
し
ん
で
ん
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
岡
田
塚
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
東
樋
田
（
ひ
が
し
と
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
八
升
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
西
樋
田
（
に
し
と
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
八
升
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
植
松
（
う
え
ま
つ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

〇
竹
田
一
丁
目

　
下
島
（
げ
し
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
下
小

口
内
の
集
落
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
下
嶋
」
と
あ
り
、「
竹
田
」・

「
下
島
」・「
野
田
野
」
あ
た
り
は
砂
地
で
茶ち
ゃ

圃ほ

が
多
い
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
シ
マ
は
川
沿
い
の
耕
地
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の

地
名
』）。

　
下
島
前
（
げ
し
ま
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
下
島
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。「
下
島
」
の
南
西
に
位
置

す
る
の
で
「
下
島
前
」。

　
下
島
東
（
げ
し
ま
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
薬
師
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。「
下
島
」
の
東
に
位
置

す
る
。

　
西
流
（
に
し
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
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で
は
「
字
薬
師
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
余
野
地
区
か
ら
流
れ

込
む
川
（
現
昭
和
用
水
）
が
由
縁
と
考
え
ら
れ
る
。

　
野
田
野
山
（
の
た
の
や
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
野
田
野
」
と
あ
る
。
一
八
八
四
年

の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
乗
船
（
の
り
ふ
ね
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
薬
師
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
深
田
で
あ
る
か
ら
、

船
に
乗
っ
て
農
作
業
を
し
た
の
に
因
む
地
名
で
あ
ろ
う
（『
大
口

町
史
』）。
ま
た
、
音
読
み
で
ジ
ョ
ウ
は
畑
・
山
の
意
味
、
セ
ン

は
山
の
意
味
（『
日
本
の
地
名
』）。
こ
の
地
周
辺
は
、
地
籍
図
・

村
絵
図
と
も
に
雑
木
林
と
畑
に
な
っ
て
お
り
、
田
は
少
し
南
側

に
展
開
す
る
。

〇
竹
田
二
丁
目

東
水
砂
野
・
西
水
砂
野
・
下
水
砂
野
（
ひ
が
し
み
さ
の
・
に
し
み

さ
の
・
し
も
み
さ
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
水
砂
野
」
と
確
認
で
き
る
。
一
八

八
四
年
の
地
籍
図
で
は
「
東
水
砂
野
」・「
西
水
砂
野
」・「
下
水

砂
野
」
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
段
丘
の
下
に

立
地
す
る
低
湿
地
で
あ
っ
た
。

　
伏
部
（
ふ
す
べ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
燻ふ
す

ベ
る
（
燃
や
し
て
煙

を
立
て
る
）
の
フ
ス
ベ
で
、
焼
畑
畑
作
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
地
名
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
村
絵
図
・
一
八
八
四

年
の
地
籍
図
で
は
、
畑
と
な
っ
て
い
る
。

　
堂
軒
（
ど
う
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
伏
部
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
地
籍
図
で
は
畑
に
な
っ

て
い
る
。
ド
ウ
は
堤
や
土
手
の
意
味
の
塘
の
転
訛
で
、
軒
は
緩

傾
斜
の
土
地
を
意
味
す
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
野
田
野
東
（
の
た
の
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
野
田
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
野
田
野
（
の
た
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ノ
ダ
・
ヌ
タ
は
、
湿
地

を
表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。『
尾
張
徇
行
記
』
に
下
小
口
内
の

集
落
の
一
つ
と
し
て
「
野
田
野
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
吹
野
・
西
吹
野
（
ふ
き
の
・
に
し
ふ
き
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
吹
野
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
八
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八
四
年
の
地
籍
図
で
は
「
吹
野
」・「
西
吹
野
」
に
分
か
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
フ
キ
が
転
じ
て
フ
ケ
は
深
田
・
低
湿

地
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
山
王
田
（
さ
ん
の
う
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
が
、「
字
水
砂
野
」
の
東
に

書
か
れ
て
い
る
た
め
位
置
が
異
な
る
。
集
落
共
有
の
林
野
を
「
野

散
」・「
散
野
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
散
野
に
山
王
の
字
が

あ
て
ら
れ
た
（『
大
口
町
史
』）。

〇
竹
田
三
丁
目

　
野
田
野
西
（
の
た
の
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
竹
田
二
丁
目
「
野
田

野
」
参
照
）。

　
西
乗
船
（
に
し
の
り
ふ
ね
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
竹
田
一
丁
目
「
乗
船
」

参
照
）。

　
彦
市
（
ひ
こ
い
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
大
屋
敷
村
字
吹
野
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
コ
に
は
、

田
畑
が
出
張
っ
た
所
と
い
う
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
竹
田
（
た
け
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
下
小

口
内
の
集
落
の
一
つ
と
し
て
「
竹
田
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
タ

ケ
（
岳
）
に
崖
の
意
味
が
あ
り
、
タ
ケ
ダ
は
、
や
や
高
い
と
こ

ろ
を
意
味
す
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

竹
田
東
・
竹
田
西
・
竹
田
浦
（
た
け
だ
ひ
が
し
・
た
け
だ
に
し
・

た
け
だ
う
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
竹
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一

八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、
そ
の
周
囲
に
東
・
西
・
浦
（
北
の

意
味
）
を
頭
に
付
け
た
小
字
と
し
て
確
認
で
き
る
。
一
九
八
一

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
竹
田
西
・
竹
田
浦
の
一
部
を
江
南
市

へ
編
入
し
た
。

　
大
御
堂
腰
（
お
お
み
ど
ご
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
大
屋
敷
村
字
竹
田
前
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
一

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。
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【
参
考
資
料
】

（
村
絵
図
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）

・・「
丹
羽
郡
伝
右
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
喜
左
衛
門
、
頭
百
姓
重
兵

衛
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
長
桜
村
絵
図
［
庄
屋
鈴
木
甚
三
郎
、
頭
百
姓
嘉
右
衛
門
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
宗
雲
新
田
絵
図
［
庄
屋
幸
吉
、
頭
百
姓
伴
左
衛
門
］」　

一

八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
宗
雲
新
田
絵
図
［
庄
屋
幸
吉
、
頭
百
姓
伴
左
衛
門
］」　

一

八
四
五
（
弘
化
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
八
左
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
良
右
衛
門
、
頭
百
姓
幸
吉
」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
長
桜
替
地
新
田
絵
図
［
庄
屋
伊
右
衛
門
、
頭
百
姓
平
左
衛

門
」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
御
供
所
村
絵
図
［
庄
屋
社
本
伴
左
衛
門
、
組
頭
桂
作
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
御
供
所
村
絵
図
」　

年
代
不
明

・・「
丹
羽
郡
九
郎
右
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
社
本
伴
左
衛
門
］」　

一

八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
折
出
新
田
・
又
助
新
田
絵
図
［
庄
屋
土
田
弥
十
郎
、
頭

百
姓
仲
八
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
三
右
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
伊
右
衛
門
、
頭
百
姓
嘉
藤

治
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
大
屋
敷
村
絵
図
［
庄
屋
甚
吉
・
三
九
郎
］」　

一
八
四
一

（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
稲
木
庄
大
屋
敷
村
絵
図
面
」　

年
代
不
明

・・「
丹
羽
郡
外
坪
村
絵
図
［
庄
屋
和
吉
・
同
断
伊
右
衛
門
、
組
頭
増

平
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
河
北
村
絵
図
［
庄
屋
歌
右
衛
門
・
同
断
浜
蔵
、
組
頭
円

蔵
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
河
北
村
絵
図
［
庄
屋
歌
右
衛
門
］」　

一
八
四
五
（
弘
化

二
）
年

・・「
丹
羽
郡
余
野
村
絵
図
［
庄
屋
正
作
、
組
頭
三
郎
治
」　

一
八
四
一

（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
絵
図
［
庄
屋
締
役
酒
井
孫
八
、
庄
屋
市
郎
右
衛

門
・
同
断
伊
三
八
・
同
断
甚
作
、
組
頭
新
作
・
同
良
助
］」　

一
八

四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
御
見
取
所
御
定
納
米
場
所
絵
図
面
［
庄
屋
金
八
・

同
断
前
田
繁
右
衛
門
・
同
断
近
藤
甚
吉
］」　
一
八
六
三（
文
久
三
）年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
御
見
取
所
図
面
」　

年
代
不
明
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（
地
関
図
・
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
）

・・「
丹
羽
郡
秋
田
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
豊
田
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
大
屋
敷
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
外
坪
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
河
北
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
余
野
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

（
地
誌
・
自
治
体
史
な
ど
）

・・
大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
一
九
三
五
年
）

・・
帝
國
市
町
村
地
圖
刊
行
会
『
大
口
村
土
地
寶
典
』（
一
九
三
八
年
）

・・
大
口
村
役
場
『
五
十
年
の
歩
み
』（
一
九
五
六
年
）

・・
帝
国
市
町
村
地
図
刊
行
会
『
大
口
町
土
地
宝
典
』（
一
九
六
四
年
）

・・
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文

村
々
覚
書
（
上
）』（
一
九
六
四
年
）

・・
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇

行
記
（
三
）』（
一
九
六
六
年
）

・・
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
『
尾
張
國
地
名
考
』（
一
九
七
〇
年
）

・・
大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

・・
中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

・・
柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）

・・
鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）
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